
　13人の全校児童と教職員が、嶺小に感謝。同校は
明治７年開校。多くの子どもたちを見守ってきまし
たが、３月に閉校。141年の歴史に幕を閉じました。

Ｐ２～６ … 平成27年度予算決まる
Ｐ７ ……… 国保など人間ドック費を助成
Ｐ８ ……… 市役所の組織が変更に
Ｐ12・13 … 犬の登録と狂犬病予防注射を

主な
内容

表紙の
案内

ホームページアドレス●http://www.city.maebashi.gunma.jp/    いいね！まえばし●http://www.facebook.com/maebashicity/
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本
年
度
の
各
会
計
予
算
が
第
１
回
定
例
市
議
会
で
可
決
し
ま
し
た
。総
額
は
、

２
，
６
１
４
億
６
，
７
１
１
万
円
で
す
。
こ
こ
で
は
主
な
事
業
や
施
策
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
詳
し
く
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
予
算
が
決
定

今
あ
る
資
源
の
活
用
で
新
し
い
価
値
を
創
造

問
い
合
わ
せ
は　
財
政
課　
☎
０
２
７

−

８
９
８

−

６
５
４
２

　

本
年
度
は
、「
市
民
の
英
知
と
と
も
に
、
都

市
の
魅
力
を
創
造
し
、
発つ
た
え信
よ
う
」
を
行
政

経
営
方
針
に
定
め
ま
し
た
。「
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
」「
暮
ら
し
や
す
さ
の
追
求
」「
歴

史
・
文
化
資
源
の
活
用
」
の
３
つ
の
重
点
施

策
が
基
本
。
緊
急
性
・
重
要
性
の
高
い
施
策

や
将
来
に
備
え
る
重
要
課
題
、
市
民
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
把
握
し
た
上
で
、
市
政
運
営
に
取

り
組
み
ま
す
。縦
割
り
と
前
例
踏
襲
を
見
直
し
、

今
あ
る
資
源
の
有
効
活
用
や
新
し
い
価
値
の

創
造
を
目
指
し
、
知
恵
と
工
夫
に
よ
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
向
か
っ
て
、
市
民
と
行
政
の

相
互
利
得
に
つ
な
が
る
方
策
を
見
い
だ
し
て

い
き
ま
す
。

　
今
後
も
、
行
財
政
改
革
を
積
極
的
に
推
進

し
、
本
市
ら
し
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な

る
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
行
財
政
運
営
に
努
め
、
財
政
の
健
全

化
を
推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

■ 

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
社
会
保
障
の

充
実

　
昨
年
４
月
に
実
施
さ
れ
た
消
費
税
率
引
き

上
げ
分
の
税
収
は
、
福
祉
医
療
費
や
国
保
税

軽
減
対
象
世
帯
の
拡
充
な
ど
、
社
会
保
障
施

策
に
全
額
を
使
い
ま
す
。

■ 
平
成
26
年
度
３
月
補
正
予
算
へ
の
前
倒
し

　
国
の
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
に
伴
い
、

平
成
27
年
度
予
算
に
計
上
予
定
の
事
業
を
平

成
26
年
度
３
月
補
正
予
算
へ
前
倒
し
て
計
上

し
、
平
成
27
年
度
に
か
け
て
実
施
し
ま
す
。

国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
平
成
26
・
27
年
度

を
通
じ
、
緊
急
的
な
課
題
な
ど
へ
の
対
応
を

進
め
ま
す
。前

橋
市
長　

山
本　

龍
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　行政経営方針に基づく「３つの重点施策」と第六次
総合計画改訂版で掲げる「６つの施策の大綱」で取り
組む事業を紹介します。なお、「３月補正」の表記は、
平成27年度に予定している事業を、平成26年度３月
補正予算へ前倒して計上して実施するものです。

は新規事業  　 は充実事業 　  は継続事業

つの重点施策と

つの大綱
つの重点施策

人口減少を見据えた「持続可能なまちづくり」を推進します重点施策1

まえばしインキュベーション事業（3月補正）
	 4,260万円

創業支援の拠点としてインキュベーション施設を整備し、成長が期待される創業
希望者・創業者に対する支援を行います

新

国の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に基づき、前橋版人口ビジョン・総合戦略策
定のため基礎調査などを実施します

前橋版人口ビジョン・総合戦略策定（3月補正）	 1,000万円新

空き家問題への総合的対策に係る調査を実施します
空き家対策調査研究の実施	 1,000万円新

市民のさらなる「暮らしやすさ」を追求します重点施策2

プレミアム付商品券の発行（3月補正）	
15億5,760万円

消費喚起や地域経済の活性化を図るため、市民と観光客向けにプレミアム付商品
券を発行します

新

臨時的任用教職員を雇用し、30人学級に向け、小5・小6の児童数が36〜40人で1学
年1学級の学校を35人学級にします

少人数学級の段階的な実施	 2,952万円充

糖尿病重病化予防などのため、活動量計を利用した健康相談などを実施します
活動量計活用による健康づくり事業	 364万円充

「歴史・文化資源」を活用した都市の魅力を創造します重点施策3

文化振興に関する基本方針の策定
	 249万円

文化振興条例に基づく基本方針を策定します

新

活用委員会の開催や剣聖サミット、刀剣・甲
かっちゅう

冑展の新規開催などを行います
歴史文化遺産活用推進事業	 1,290万円充

ぐんま「花燃ゆ」プロジェクト推進協議会への負担金の支出や歴史文化ガイド員の
養成などを行います

大河ドラマ「花燃ゆ」プロジェクト推進事業	 1億4,162万円

※１万円未満は端数整理しています。

新 充 継

継

平成27年度予算
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つの大綱

快適で暮らしやすいまちづくり（暮らしの基盤・安全安心）1

　都市の健全な発展と秩序ある整備を図り、市民誰もが快適さや安全・安心
な生活を実感し、生き生きと暮らせるまちづくりを進めます。

全市域デマンド交通の推進（３月補正）     1,000万円
市内全域で「でまんど相乗りタクシー」の本格運行を開始します

災害時の電源確保と食糧などの資材の備蓄のために、二次避難所（小中学校）などに計画的
に設置します

二次避難所などへの発電機・防災倉庫・ガスバルクの設置	 3,390万円新

公園のトイレ付近100カ所へ防犯カメラを設置。また、子ども安全協力の家や自治会公民館
（集会所）へ防犯カメラの設置費を補助します

防犯カメラの公園設置・設置支援	 1,489万円新

恵み豊かな自然と共生するまちづくり（環境共生）2

　豊かな自然環境を次世代に引き継ぐため、環境宣言都市にふさわしいま
ちづくりを進めます。

森林・星・野鳥など自然観察会や環境問題基礎講座を実施します
まえばし環境の学び舎事業	 14万円新

節電行動促進事業	 100万円
住まいのエネルギー使用状況を可視化し、節電生活をサポートするHEMS
機器（ホームエネルギーマネジメントシステム）の設置費用を補助します

新

小水力発電の導入のための測量や設計図書などを作成します
赤城大沼用水小水力発電設備の設計など（新エネ特会）　    2,545万円

個々が光り輝くまちづくり（健康・福祉）3

　市民誰もが健康で、住み慣れた地域で互いに「思いやり・支えあい・助けあ
い」ながら、個々が元気で充実した生活を送れるまちづくりを進めます。

5歳児就学前健診の全員実施（3月補正）
	 1,098万円

発達障害などに早期に対応するため、全ての年中児童を対象に健診を実施
します

充

充

本年度からの「子ども・子育て支援新制度」移行に伴い、認定こども園へ施設給付費を給付します
認定こども園施設型給付費の給付と支援	 21億1,995万円新

救急医療施設への整備費補助や公的病院などの不採算医療などに助成します
救急医療体制の充実と地域医療確保の推進	 8億7,985万円

充

継
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地域資源を活かした活力あるまちづくり（産業活力）4

　事業集積が高い商工業の発展と雇用の促進、全国有数の生産額を誇る農
業のさらなる振興、特産品などを生かした観光施策などの産業振興により、
活力あるまちづくりを進めます。

オクトーバーフェストやノベッロ祭など食のイベントを開催します
食のイベント開催（3月補正）	 1,000万円

グリーンツーリズムモデル事業	 300万円
赤城南面の自然を活用したツアーコースの設定やバスツアーなど
を実施します

新

新

充
機能の詳細や運営手法の検討を行う委員会を設置し、基本計画の策定や基本設計を行います

上武道路「道の駅」設置事業（3月補正）	 2,051万円

豊かな心を育むまちづくり（教育・文化）5

　共に学び合い、考える力を育て、豊かな心を育む環境づくりを進めるとと
もに、スポーツの振興や文化の薫り高いまちづくりを進めます。

生家を現在地から中心市街地へ移築するための調査と臨江閣別館の改修を行います
萩原朔太郎生家移築調査・臨江閣改修	 5,976万円

スポーツコミッション事業（一部3月補正）
	 1,800万円
スポーツ大会やキャンプ地などの誘致を促進します

新

新

充
タブレット端末を教室で効果的に活用するため、プロジェクターなどの機器を設置します

小中学校教室ICT環境整備	 1,973万円

市民協働のまちづくり（協働・行政経営）6

　多様化する地域の課題や市民ニーズに対応したまちづくりを進めるた
め、自立性が高く、将来の世代に負担を課すことのない持続可能な都市経営
に努めるとともに、地域の魅力や個性を生かし、市民力や地域力に合わせた
協働のまちづくりを進めます。

地域活動ポイント制度	 44万円
地域づくり活動の担い手などに、活動に応じて商品などと交換可能
なポイントを付与します

新

市有施設の利活用を本格的に推進するために、公資産活用システムを導入するとともに用途
廃止施設の有効活用へ向けた市場性調査を行います

資産利活用推進事業	 1,431万円新

充
市民活動団体などからパートナーシップ事業の企画提案を募集し、市民と行政が協働して地
域課題の解決に取り組みます

市民提案型パートナーシップ事業	 256万円

平成27年度予算
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歳入
1,431.9億円

歳出
1,431.9億円

歳入
1,431.9億円

歳出
1,431.9億円

市税
513.1億円

35.8%

市民税や固定資産税、
軽自動車税など

国庫支出金
204.0億円

14.2%

使い道が定めてある
国の補助金や負担金など

地方交付税
161.0億円

11.2%

国が使い道を定めず
交付するもの

市債
142.9億円

10.0%

特定の事業などのために
長期的に借り入れるもの

県支出金
84.7億円

5.9%

使い道が定めてある
県の補助金や負担金など

譲与税交付金
71.4億円

5.0%

その他
254.8億円

17.9%

財産収入や寄付金など

地方消費税交付金など、
国や県が徴収した税を
市町村に配分するもの

民生費
463.1億円

32.4%

各福祉などの経費

土木費
206.4億円

14.4%

道路や河川などの整備・
維持や都市計画などの経費

教育費
160.5億円

11.2%

学校・幼稚園、
その他教育などの経費

商工費
139.4億円

9.7%

商工業・観光振興、
消費生活対策などの経費

公債費
153.7億円

10.7%

市債の元金・利子の
償還金など

総務費
120.3億円

8.4%

市の内部管理、税金徴収、
支所の運営などの経費

衛生費
92.1億円

6.4%

健康づくり、ごみの
処理などの経費

その他
96.4億円

6.8%

消防費、農林水産業費、議会費など

1500

2000

2500

平成27年度各会計予算
会計名 当初予算 前年度予算 伸び率％

一般会計 1,431 億 9,346 万円 1,428 億 9,324 万円 0.2

特別会計

国民健康保険 428 億 8,913 万円 395 億 8,126 万円 8.4
後期高齢者医療 37 億 7,214 万円 36 億 9,274 万円 2.2
競輪 177 億 672 万円 202 億 4,823 万円 △ 12.6
農業集落排水事業 12 億 9,496 万円 14 億 1,296 万円 △ 8.4
介護保険 267 億 5,930 万円 250 億 7,661 万円 6.7
母子父子寡婦福祉資金貸付金 6,270 万円 1 億 1,025 万円 △ 43.1
新エネルギー発電事業 1 億 776 万円 8,833 万円 22.0
用地先行取得事業 3 億 2,903 万円 5 億 5,300 万円 △ 40.5
産業立地推進事業 28 億 2,207 万円 14 億 218 万円 101.3
小計 957 億 4,381 万円 921 億 6,556 万円 3.9

企業会計
水道事業 99 億 3,839 万円 100 億 1,054 万円 △ 0.7
下水道事業 125 億 9,145 万円 119 億 3,412 万円 5.5
小計 225 億 2,984 万円 219 億 4,466 万円 2.7

合計 2,614 億 6,711 万円 2,570 億 346 万円 1.7

　平成27年度末の特別会計と市関連団体を含め
た全体の借入金残高見込は、1,663億5,000万円
です。平成17年度からの10年間で676億円を縮減。
今後も残高の縮減を図り、健全な財政運営を行っ
ていきます。

借入金残高の状況

1500

2000

2500

1500

2000

2500
億円

2,339.4億円

2,167.8億円
2,088.6億円

1,923.8億円
1,754.6億円

1,701.6億円 1,663.5億円

17 19 21 23 25 26 27 年度末

全体の借入金残高推移（臨時財政対策債を除く）

●25年度までは決算額、26・27年度は見込み額です。
●21年度からは旧富士見村分を含めた残高。

一般会計 1,431億9,346万円
平成27年度当初予算額（一般会計）の内訳

問い合わせは
財政課　☎027-898-6542

6広報まえばし　平成27年４月１日号



　国民健康保険（国保）か後期高齢者医療に加入して
いる人で人間ドック受診を希望する人に、健診費の一
部を助成します。希望者は手続きをしてください。
申し込み＝４月15日㈬～18日㈯、午前９時～午後４時
に国民健康保険被保険者証か後期高齢者医療被保険者
証を用意し、受付会場へ直接。先着順ではありません
受付会場＝前橋保健センター、大胡・宮城・粕川・富
士見支所（各支所は平日のみ）
受診方法＝決定通知到着後、実施医療機関（下表のと
おり）に直接予約し、来年２月29日㈪までに受診して
ください
▪国保人間ドック
対象＝本年度に特定健診を受診しない次の全てを満た
す人。①来年３月31日㈭までに30歳～75歳になり、
75歳の誕生日前に受診できる②申請から受診の時まで
継続して国保資格がある③国保税完納世帯である④脳
ドックは来年３月31日㈭までに40・45・50・55・
60・65・70歳になる

▪後期高齢者人間ドック
対象＝本年度に特定健診・後期高齢者健診を受診しな
い次のいずれかを満たす人。①後期高齢者医療に加入
し保険料を完納している②来年２月29日㈪までに75歳
になり誕生日以降に受診できる
▪各人間ドックの費用
コース・自己負担額＝〈１日〉１万2,400円〈宿泊２日〉
４万7,000円〈通院２日〉４万円〈脳（国保のみ）〉２
万1,100円

国保と後期高齢者医療加入者
人間ドックの健診費を助成

問い合わせは　国民健康保険課　☎027-220-5715
	 後期高齢者人間ドックについては同課☎027-898-6253

無料の国保総合健診
　人間ドックを受診しない40歳から74歳までの国
保加入者を対象に、特定健診と各種がん検診を１
日で全て受けられる国保総合健診を実施。７月か
ら来年１月の土日曜・祝日に７回（13会場）行い
ます。詳しくは、健康のしおりか、本市ホームペ
ージをご覧ください。
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医療機関名 住所 1日 宿泊
２日

通院
２日 脳

上毛大橋クリニック 川原町一丁目49-6 ○

善衆会病院 二之宮町1381 ○

総社町内科深沢医院 総社町三丁目2-5 ○

高柳胃腸科外科 荻窪町1203-1 ○

武田クリニック 富士見町時沢1869-1 ○

田中医院 千代田町一丁目5-5 ○

田部医院 六供町1043 ○

殿岡内科医院 天川原町二丁目247-5 ○

萩原内科医院 荒子町1585-2 ○

平井外科医院 大友町二丁目16-7 ○

星医院 西善町204-1 ○

前橋北病院 下細井町692 ○

前橋協立病院 朝倉町828-1 ○ ○ ○

前橋赤十字病院 朝日町三丁目21-36 ○ ○

八木医院 前箱田町15-1 ○

山下医院 城東町四丁目11-17 ○

老年病研究所附属病院 大友町三丁目26-8 ○ ○ ○ ○

若宮内科 日吉町四丁目44-47 ○

日本健康管理協会　※１ 伊勢崎市戸谷塚町629-1 ○

北関東循環器病院　※２ 渋川市北橘町下箱田740 ○

医療機関名 住所 1日 宿泊
２日

通院
２日 脳

新井胃腸科診療所 昭和町一丁目16-10 ○

家崎医院内科胃腸内科 南町二丁目10-10 ○

生方医院 表町二丁目27-22 ○

江木町クリニック 江木町98-5 ○

遠藤内科医院 野中町381-2 ○

大塚外科胃腸科医院 大友町三丁目23-4 ○

大塚内科医院 三俣町一丁目19-25 ○

加藤外科内科医院 朝日町一丁目13-12 ○

狩野外科医院 日吉町四丁目45-1 ○

清宮医院 紅雲町二丁目12-10 ○

群馬県健康づくり財団 堀之下町16-1 ○

群馬中央病院 紅雲町一丁目7-13 ○ ○ ○

けやきクリニック 天川町1666-1 ○

県立心臓血管センター 亀泉町甲3-12 ○ ○ ○

小板橋医院 上泉町354-2 ○

木暮医院 清野町104-1 ○

済生会前橋病院 上新田町564-1 ○ ○

山王医院 山王町二丁目20-18 ○

下田内科医院 南町三丁目64-13 ○

城西クリニック 国領町ニ丁目13-12 ○

上武呼吸器科内科病院 田口町586-1 ○ ○ ○

平成27年度　人間ドック実施医療機関

※１　同協会で人間ドックを受診したことがある大胡・粕川地区在住の人のみ。
※２　同病院で人間ドックを受診したことがある富士見地区在住の人のみ。



問い合わせは　行政管理課　☎027-898-6537

問い合わせは　清掃施設課　☎027-223-5300

問い合わせは　公園緑地課　☎027-898-6845
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　４月から市役所の組織を変更しました。新設する所
属と事務室が変更になる所属は下表のとおりです。そ
のほか、次のとおり組織変更を行います。
◦観光課を観光振興課に改め、赤城山振興係を赤城山
振興室に改めます。
◦こども課を子育て支援課に改め、こども施策係を子
育て支援少子化対策室に、こども相談支援係を家庭児
童相談係に改めます。また、こども発達支援センター
は職員が常駐します。

◦保育課を子育て施設
課に改め、保育管理係
を施設管理係に、保育
施設係を施設指導係に
改めます。
◦議会事務局庶務課を
総務課に、庶務係を総
務係に改めます。

　市内の各清掃工場と最終処分場で放射線量とダイオキシン類濃度
の測定を行いました。結果は全て法律に定める基準値以下でした。
詳しくは問い合わせるか、本市ホームページをご覧ください。

　嶺公園移転墓地内に造成したＡ型洋式墓地とＡ型和
式墓地を分譲します。
対象＝次の全てを満たす人。①市内在住で遺骨を持って
いる②他に墓地を持っていない③永代使用料などを期日
までに納付できる④使用許可後、３年以内に規格に合っ
た墓碑などを設置できる⑤申込者本人が使用する
種別・分譲数＝〈①Ａ型洋式墓地（カロート付き）〉先
着95区画〈②Ａ型和式墓地〉先着36区画（各5.0m2）

分譲価格＝①は49万6,000円②は30万円
年間管理料＝3,240円
用意する物＝火（埋）葬許可証か改葬許可証、申請者と
申込者が違う場合は両者の関係が分かる戸籍謄本、印鑑
など
申し込み＝４月23日㈭に市役所３階31会議室（翌日以
降は市役所公園緑地課）へ直接

新設する所属
所属 所在地 担当事務 電話番号

総務部 契約監理課 市役所2階 契約や技術監理、工事・設計業務委託検査に関する事務 898-6282

政策部 政策推進課
道の駅推進室 市役所5階 道の駅の設置に関する事務 898-6996

都市計画部 市街地整備課 市役所9階 中心市街地の再生・整備に関する事務 898-6962
区画整理課 市役所9階 区画整理事業と団地造成事業に関する事務 898-6912

教育委員会
事務局

学校教育課
学校保健係 市役所10階 学校保健に関する事務 898-5812

文化
スポーツ観光部

スポーツ課
スポーツ誘致係 市役所12階 東京オリンピックのキャンプ地や各種スポーツ大会の誘致に関

する事務 898-6005

４月から市役所の組織を変更
もっと分かりやすくもっと身近に

　※市外局番は027

ダイオキシン類濃度などは基準値以下
引き続き安全確認を進めます

緑に囲まれた環境です
嶺公園に造成した墓地を分譲



問い合わせは　文化国際課　☎027-898-6522

問い合わせは　前橋観光コンベンション協会　☎027-235-2211

INTIMANO（インティマーノ） GGC 前橋店

和
わ し ょ く ゆ う か

食遊処  椿家  川原店ワインバーTeRRa 前橋店

そば処 大村 関根

カリフォルニアロールの店
Old Home Place
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　（仮称）大竹レンガ蔵は、１年間の試用期間を経て、
６月から名称を「前橋市芸術文化れんが蔵」に改め、
一般貸し出しを開始します。
利用日時＝６月１日㈪から通年（年末年始を除く）、午
前９時～午後10時（準備・片付けの時間を含む）。同
一申請者による利用日数は原則連続10日まで
対象＝同館で芸術文化活動を目的にした展示・演奏
会・ワークショップ・演劇などを行う人
施設概要＝〈所在地〉三河町一丁目16-27〈建物面積〉
226.32m2（縦約25m×横約９m）〈主な設備〉椅子
200脚、長机10台、展示用パネルなど〈駐車場〉18台
費用＝右表のとおり
申し込み＝６月～10月利用の予約は４月15日㈬から
文化国際課へ。11月利用以降は、希望日の６カ月前の
１日（休日の場合は翌平日）から同課へ。予約後、利
用日の前日までに利用料金と申請書を同課へ直接

　市内の飲食店を対象に、豚肉料理ナンバー１を決め
る「Ｔ―１グランプリ」。中心市街地で開催される「ツ
ナガリズム祭り」に合わせて、第６回Ｔ―１グランプ

リ決勝戦の結果発表と表彰式を行います。
日時＝４月12日㈰正午
会場＝中央駐車場

れんが蔵を貸し出します
歴史を感じる建物で文化イベントなどを

区分 午前 午後 夜間 全日

時間 午前9時
～正午

午後1時
～5時

午後6時
～10時

午前9時～
午後10時

入場料
なし

平日 400円 600円 600円 1,600円
休日など 600円 900円 900円 2,400円

入場料
あり

平日 600円 900円 900円 2,400円
休日など 900円 1,300円 1,300円 3,500円

趣向を凝らした豚肉料理
栄えあるグランプリを発表

前橋市芸術文化れんが蔵　利用料金

重厚なレンガ造り
広いスペースでで活動



問い合わせは　課税については　資産税課　☎027-898-6217
　　　　　　　審査の申し出については　収納課　☎027-898-5857

問い合わせは　収納課　☎027-898-6226
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土地･家屋などの固定資産税の評価替えを行います

期限を守って計画的な納税を

　固定資産税は毎年１月１日の賦課期日に、固定資産
(土地・家屋、償却資産)を持っている人に課税される
税です。また、都市計画税は市街化区域や用途地域内に
土地や家屋を持っている人が、固定資産税と併せて納
める税です。これらの税額は、その固定資産の評価額を
基に算定しています。
　固定資産のうち、土地と家屋は３年ごとにその間の
資産価格の変動などを反映させた評価額に見直しを行
います。これを「評価替え 」といい、本年度はその評価
替えを行う基準年度です。
▪土地評価は均衡・適正に
　国が定めた固定資産評価基準に基づき適正に評価の
見直しを行いました。
　宅地の評価は、地価公示価格や不動産鑑定士による
評価などを基に算出しています。
◦税負担の均衡化
　納税者の急激な負担増加にならないよう、本年度評
価額に対する前年度課税標準額（税額算出時に税率を
掛ける額 ）の割合（負担水準 ）に応じて、税負担の調整
を行っています。この調整により、税負担の公平性が保
てるよう負担水準の低い土地は課税標準額を引き上げ、
高い土地は据え置きや引き下げを行いました。
　また、都市計画税にも同様に税負担の調整を行って
います。

▪家屋評価は経過年数などを考慮
　家屋の評価は、同じ建物をその場所に再度新築した
場合に必要な建築費（再建築価格 ）に、木造・非木造そ
れぞれの資材物価の変動を反映させます。さらに経過
年数による減価などを考慮して決定されます。
▪縦覧と閲覧ができます
　土地･家屋の価格等縦覧帳簿の縦覧と課税台帳の閲
覧を行います。詳しくは問い合わせるか、本紙３月１日
号９ページをご覧ください。
日時＝４月30日㈭までの午前８時30分～午後５時15分
会場＝市役所資産税課、大胡・宮城・粕川・富士見支所
▪価格の審査の申し出
　固定資産課税台帳に登録された価格に不服がある固
定資産税の納税者は、固定資産課税台帳に価格などを
登録した旨を公示した日（４月１日 ）から、納税通知書
を受け取った日の後60日までの間に、固定資産評価審
査委員会に対して文書で審査の申し出ができます。
▪納税通知書が届きます
　本年度の固定資産税・都市計画税の納税通知書を４
月中旬に届くよう発送します。納税通知書には、税額・
納期・課税明細などを記載しています。
　なお、住所などを変更した場合は、同封のハガキに記
入し返送してください。

　市税は税の種類ごとにそれぞれ納期が定められてい
ます。右表の納期限までに納付をお願いします。各金
融機関や市役所収納課、各支所・市民サービスセン
ター、コンビニエンスストアで納められる他、口座振
替やインターネット（モバイル）バンキング、ペイジー
対応ATM、クレジットカード、モバイルレジを利用し
て納付することもできます。

市税の納期一覧
税目 納期

市県民税

1期 6月30日㈫まで
2期 8月31日㈪まで
3期 11月2日㈪まで
4期 来年2月1日㈪まで

固定資産税･都市計画税

1期 4月30日㈭まで
2期 7月31日㈮まで
3期 9月30日㈬まで
4期 12月25日㈮まで

軽自動車税 1期 6月1日㈪まで

国民健康保険税

1期 7月31日㈮まで
2期 8月31日㈪まで
3期 9月30日㈬まで
4期 11月2日㈪まで
5期 11月30日㈪まで
6期 12月25日㈮まで
7期 来年2月1日㈪まで
8期 来年2月29日㈪まで



問い合わせは　環境政策課　☎027-898-6292
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お得にエコライフしませんか
環境に配慮した設備導入に補助

エコ活動を応援します
地域の環境保全活動を支援

　HEMS（ホームエネルギーマネジメントシステム ）
機器や住宅用太陽光発電システム、高効率給湯器など
の設置費の一部を補助します。必ず着工前に補助内容
を確認してください。なお、いずれも先着順で予算額

　市内の団体が市民を対象に実施する、地域での自然観察会
や小中学生向けの環境保全活動などに補助金を交付します。
交付は１団体１事業までです。
補助金額＝経費の３分の２（上限10万円 ）
申込書の配布＝市役所環境政策課で。本市ホームページから
ダウンロードもできます
申し込み＝４月30日㈭までに申込書に記入し、同課へ直接

に達した時点で受け付けを終了します。
対象設備･補助金額など＝下表のとおり
受付期間＝５月１日㈮〜来年３月31日㈭
申し込み＝環境政策課へ直接

設備･補助金額一覧
設備 対象 補助金額

HEMS
（ホームエネルギーマネジ

メントシステム）機器

自ら居住する住宅に１年以上居住し、４月１日以降に
対象のＨＥＭＳ機器を設置し、設置月から１年間アン
ケートに協力できる人

設置費用の３分の１（上限５万円）

住宅用
太陽光発電システム

自ら居住する既存住宅に新しく太陽光発電システム
を設置し、４月１日以降に電力受給を開始した人

１キロワット当たり１万円（上限３万円）。市内業者
に依頼して工事を行った場合は３万円を上乗せ

住宅用高効率
給湯器

自ら居住する住宅に４月１日以降、LED照明機器と
合わせて新しく高効率給湯器などを設置した人

〈太陽熱利用温水器（自然循環型）〉１万5,000円〈同
（強制循環型）〉３万円〈燃料電池コージェネレーショ
ン（エネファーム）〉３万円
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後期高齢者医療保険料均等割の軽減対象となる前年の所得金額

軽減割合 変更前 変更後

５割 基礎控除33万円＋24万５,000円
×世帯の被保険者数以下

基礎控除33万円＋26万円×世帯
の被保険者数以下

２割 基礎控除33万円+45万円×世帯
の被保険者数以下

基礎控除33万円+47万円×世帯
の被保険者数以下

※所得金額は同一世帯内の被保険者と世帯主の総所得金額などの合計額

観察会で自然の大切さを体験

問い合わせは　環境政策課　☎027-898-6292



問い合わせは　衛生検査課　☎027-220-5777
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申
請
書
〈
登
録
し
て
い
な
い
犬
の
飼
い
主
〉

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
犬
の
種
類
・
性

別
・
生
ま
れ
た
年
・
毛
色
（
白
・
黒
・
茶
・

灰
）・
体
格
（
大
・
中
・
小
）・
呼
び
名
を
記

入
し
た
メ
モ

注
意
点
＝
犬
は
会
場
に
入
る
と
慣
れ
な
い
環

境
の
た
め
興
奮
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
犬

を
押
さ
え
ら
れ
る
人
が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い

そ
の
他
＝
飼
い
犬
が
病
気
な
ど
の
理
由
で
注

射
を
見
合
わ
せ
る
場
合
は
、
動
物
病
院
が
発

行
す
る
注
射
猶
予
書
か
診
断
書
を
、
市
保

健
所
内
衛
生
検
査
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▪
動
物
病
院
で
も
登
録
と
注
射
が
可
能

　
市
の
委
託
を
受
け
た
動
物
病
院
で
、
登
録

手
数
料
の
支
払
い
や
犬
鑑
札
・
注
射
済
票

の
交
付
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
動
物
病
院

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▪
市
外
か
ら
転
入
し
た
場
合

　
市
外
か
ら
犬
を
連
れ
て
転
入
し
た
場
合
は
、

登
録
の
変
更
届
が
必
要
で
す
。
転
入
前
の
居

住
地
で
交
付
さ
れ
た
犬
鑑
札
を
用
意
し
て
、

会
場
か
市
保
健
所
内
衛
生
検
査
課
、
各
支

所
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

　

4
月
か
ら
６
月
は
狂
犬
病
予
防
注
射
月
間
で
す
。
飼
い
主
は
、
犬

の
登
録
（
犬
の
生
涯
に
１
回
）
と
、
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
さ
せ
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
衛
生
検
査
課　
☎
０
２
７

−

２
２
０

−

５
７
７
７

　飼い主にとってはかわいいペットでも、中には動物
が嫌いな人や鳴き声や臭いを嗅ぐだけで不快になる人
もいます。ペットと気持ちよく暮らすためには、周り
の人への配慮も必要です。
▪犬を飼うときのマナー
　ふんの後始末は飼い主の責任です。散歩の途中でし
たふんは必ず持ち帰ってください。犬の放し飼いは条
例で禁止されています。散歩のときは必ずリード（散
歩用の綱 ）を付けてください。また、犬鑑札や注射済票
には、迷子札の役割も。会場で取り付けリングを配布
していますので、首輪に必ず付けてください。
◦飼い犬が死亡したとき
　飼い犬が死亡したときは、届け出が必要です。届け
出は市保健所内衛生検査課か各支所へ。電話でも受け
付けます。
▪猫を飼うときのマナー
　ふん尿や鳴き声で近所に迷惑
をかけないよう、猫は室内で飼
いましょう。猫は自分の空間を
大切にする生き物で、外に出な

くてもストレスを感じることはほとんどありません。
交通事故に遭うこともなく、他の猫から病気がうつる
こともないので長生きすることができます。
▪犬や猫の里親募集
　前橋市では、殺処分される犬や猫を少しでも減らす
ため、ルールを守って最後まで飼育できる飼い主を募
集しています。詳しくは問い合わせてください。

　動物病院で受ける猫の去勢･不妊手術費用の一部を補
助します。４月以降に行った手術が補助対象です。ま
た、予算額に達した時点で受け付けを終了します。詳し
くは問い合わせてください。
対象＝市内に住民票のある人が飼っている猫か、責任を
持って世話をしている猫（１世帯当たり３匹まで）
補助上限金額＝１匹当たり〈去勢 〉3,000円〈不妊 〉
5,000円
用意する物＝領収書・印鑑・申請者名義の預金通帳
申し込み＝手術後３カ月以内に市保健所内衛生検査課
へ直接

ペットとの生活に欠かせない大切なこと

猫の去勢・不妊手術を補助



広報まえばし　平成27年４月１日号13 市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎027-224-1111

日時 会場

４
月

14日㈫

午前9時15分～10時15分 元総社公民館
午前10時45分～11時30分 鳥羽町東部公民館
午後1時～1時30分 江田町公民館
午後2時～2時30分 石倉町中部公民館

15日㈬

午前9時15分～10時15分 大利根町公民館
午前10時45分～11時30分 稲荷新田町公民館
午後1時～1時30分 紅雲町二丁目厳島神社
午後2時～2時30分 表町一丁目自治会館

16日㈭
午前9時15分～10時15分 小屋原町公民館
午前10時45分～11時30分 下増田町公民館
午後1時～1時30分 天川大島町原町自治会館

17日㈮

午前9時15分～10時15分 下川町公民館
午前10時45分～11時30分 力丸町会議所
午後1時～1時30分 亀里町竜門集落センター
午後2時～2時30分 後閑町公民館

19日㈰ 午前9時30分～11時30分 桂萱公民館
午後1時30分～3時30分 市保健所

21日㈫

午前9時15分～10時15分 総社公民館
午前10時45分～11時30分 清里公民館
午後1時～1時30分 高井町公民館
午後2時～2時30分 総社町桜が丘集会所

22日㈬

午前9時15分～10時15分 下細井町公民館
午前9時30分～10時 東金丸自治会館
午前10時30分～11時 白草公民館
午前10時45分～11時30分 川原町公民館

午後1時～1時30分 若宮町四丁目公民館
滝窪公民館

午後2時～2時30分 北代田町公民館
下滝公民館

23日㈭

午前9時15分～10時30分 水道局
午前9時30分～10時 茂木町自治会館
午前10時30分～11時 足軽町自治会館
午前11時～11時30分 緑が丘町公民館

午後1時～1時30分 昭和町一丁目萩公民館
横沢多目的集会センター

午後2時～2時30分 堀越公民館

24日㈮

午前9時15分～10時15分 南橘公民館
午前9時30分～10時 上大屋衆会場
午前10時30分～11時 樋越町公民館
午前10時45分～11時30分 荒牧町公民館

午後1時～1時30分 端気町公民館
河原浜住民センター

午後2時～2時30分 勝沢町公民館
26日㈰ 午前9時30分～11時30分 大胡支所

５
月

10日㈰ 午前9時30分～11時30分 上川淵公民館
午後1時30分～3時30分 東公民館

12日㈫

午前9時15分～10時15分 下川淵公民館
午前9時30分～10時 中之沢住民センター
午前10時30分～11時 室沢集落センター
午前10時45分～11時30分 上川淵公民館上北分館

午後1時～1時30分 山王町一丁目公民館
月田公民館

午後2時～2時30分 山王町二丁目公民館

13日㈬

午前9時15分～10時15分 六供町集会所
午前9時30分～10時 新屋住民センター
午前10時30分～11時 女渕公会堂
午前10時45分～11時30分 上佐鳥町公民館

午後1時～1時30分 広瀬町二丁目集会室
深津集落センター

午後2時～2時30分 朝倉町集会室

平成27年度 犬の登録・狂犬病予防注射会場
日時 会場

５
月

14日㈭

午前9時15分～10時15分 飯土井町公民館
午前9時30分～10時 稲里集落センター
午前10時30分～11時 込皆戸集会所
午前10時45分～11時30分 城南公民館

午後1時～1時30分 鶴が谷町公民館
中区民センター

午後2時～2時30分 荒口町公民館（旧集落センター）
膳集出荷所

15日㈮

午前9時15分～10時15分 駒形町会議所
午前10時45分～11時30分 下大島町公民館
午後1時～1時30分 文京町三丁目自治会館
午後2時～2時30分 文京町二丁目自治会館

17日㈰ 午前9時30分～11時30分 粕川支所

19日㈫

午前9時15分～10時15分 永明公民館
午前9時30分～10時 柏倉町コミュニティセンター
午前10時30分～11時 柏倉町集落センター
午前10時45分～11時30分 天川大島町本町公民館

午後1時～1時30分 上大島町公民館
鼻毛石町集落センター（旧宮城保健センター）

午後2時～2時30分 小島田町公民館

20日㈬

午前9時15分～10時15分 西大室町公民館
午前9時30分～10時 市之関町集落センター
午前10時30分～11時 三夜沢赤城神社社務所
午前10時45分～11時30分 荒子町農業構造改善センター

午後1時～1時30分 南町四丁目公民館
苗ヶ島町集落センター

午後2時～2時30分 南町二丁目公民館

21日㈭

午前9時15分～10時15分 芳賀公民館
午前9時30分～10時 馬場町集落センター
午前10時30分～11時 大前田町集落センター
午前10時45分～11時30分 三俣町二丁目公民館
午後1時～1時30分 堀之下町公民館
午後2時～2時30分 東片貝町公民館

22日㈮

午前9時15分～10時15分 龍蔵寺町公民館
午前10時45分～11時30分 田口町公民館
午後1時～1時30分 金丸町公民館
午後2時～2時30分 嶺町公民館

24日㈰ 午前9時30分～11時30分 宮城支所

26日㈫

午前9時15分～10時15分 上小出町公民館
午前9時30分～11時 中島住民センター
午前10時45分～11時30分 幸塚町公民館
午後1時～1時30分 青梨子町前原集落センター
午後1時～2時30分 時東住民センター

27日㈬

午前9時15分～10時15分 上細井町公民館
午前9時30分～11時 米野会館
午前10時45分～11時30分 西片貝町公民館
午後1時～1時30分 小坂子町公民館
午後1時～2時30分 原中会館

28日㈭

午前9時15分～10時15分 古市町公民館
午前9時30分～11時 新地会館
午前10時45分～11時30分 下新田町公民館
午後1時～1時30分 諏訪会館(城東町二丁目)
午後1時～2時30分 所替戸農業者研修センター
午後2時～2時30分 朝日町一丁目公民館

29日㈮

午前9時15分～10時15分 富田町集落センター
午前10時45分～11時30分 泉沢町公民館
午後1時～1時30分 亀泉町公民館
午後2時～2時30分 江木団地集会所

31日㈰ 午前9時30分～11時30分 富士見支所（庁舎南側）
午後1時30分～3時 石井一区住民センター駐車場



Ikiiki
Maebashi

Jin

　

２
月
22
日
に
行
わ
れ
た
前
橋
お

も
て
な
し
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
に
桑

の
実
の
酢
を
す
し
酢
と
し
て
使
用

し
た
「
桑
の
実
の
ち
ら
し
寿
司
」

を
出
品
し
、
入
賞
し
た
。

　

19
年
前
に
就
農
し
、
市
内
１
㌶

の
果
樹
園
で
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
桑

の
実
な
ど
を
栽
培
。
保
冷
剤
を
同

封
で
き
る
化
粧
箱
を
導
入
す
る
な

ど
、
収
穫
直
後
か
ら
購
入
者
の
元

に
届
く
ま
で
の
温
度
管
理
を
徹
底

し
、
高
品
質
な
ベ
リ
ー
の
流
通
に

仲
間
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

住
谷
さ
ん
の
活
動
は
多
岐
に
わ

た
る
。
市
内
で
農
業
に
従
事
す
る

20
代
〜
60
代
の
女
性
起
業
者
な
ど

で
構
成
す
る
前
橋
農
村
起
業
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
愛
称
・
ま
え
ば
し
マ

ジ
ョ
ー
ラ
）
の
代
表
も
務
め
る
。

会
員
同
士
の
情
報
共
有
や
技
術
・

知
識
の
研
さ
ん
、
生
産
物
の
コ
ラ

ボ
商
品
の
企
画
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の

出
展
・
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
マ
ジ
ョ
ー
ラ
で
直
接
販
売
す

る
の
は
コ
ラ
ボ
商
品
だ
け
で
す
が
、

こ
の
活
動
を
と
お
し
て
、
地
元
は

も
ち
ろ
ん
広
く
県
外
に
も
、
会
員

み
ん
な
の
自
慢
の
品
が
広
ま
っ
て

い
け
た
ら
い
い
で
す
よ
ね
」

　

こ
と
し
は
、
コ
ラ
ボ
企
画
の
看

板
商
品
マ
ジ
ョ
ー
ラ
ピ
ザ
の
販
売

を
予
定
し
て
い
る
。

　
「
生
地
も
ソ
ー
ス
の
材
料
も
ト

ッ
ピ
ン
グ
も
、
み
ん
な
の
お
い
し

い
物
の
結
集
で
す
。
見
掛
け
た
ら

ぜ
ひ
、
召
し
あ
が
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
」

　

マ
ル
チ
な
活
動
を
と
お
し
て
、

前
橋
の
農
業
に
良
い
影
響
を
与
え

続
け
て
ほ
し
い
。

ブルーベリー生産者
住谷　節子さん・63歳

荒口町

農
業
を
中
心
に
マ
ル
チ
に
活
動

問
い
合
わ
せ
は　

後
閑
養
鶏
園　

☎
０
２
７
―

２
８
５
―
４
１
２
５

ブ
ラ
ン
ド

vol. 21

朝
採
り
卵
の
な
め
ら
か
ぷ
り
ん

　

空
っ
風
の
吹
く
赤
城
山
麓
の
前
橋

で
、
生
産
者
が
妥
協
を
許
さ
ず
、
手

間
を
惜
し
ま
ず
作
っ
た
赤
城
の
恵
ブ

ラ
ン
ド
の
認
証
品
。
今
回
は
「
朝
採

り
卵
の
な
め
ら
か
ぷ
り
ん
」
を
紹
介

し
ま
す
。

■
新
鮮
な
卵
を
使
っ
て

　

後
閑
養
鶏
園
は
、
農
薬
を
ほ
と
ん

ど
使
用
し
な
い
有
機
栽
培
の
野
菜
を

販
売
す
る
他
、
約
１
万
羽
の
純
国
産

鶏
を
飼
育
し
、
こ
だ
わ
り
卵
「
千
代

の
厳
選
卵
」
を
販
売
。
そ
の
卵
を
使

い
プ
リ
ン
な
ど
の
加
工
品
の
製
造
販

売
も
し
て
い
ま
す
。

■
濃
厚
で
ク
リ
ー
ミ
ー
な
食
感

　

プ
リ
ン
は
、
朝
採
り
の
こ
だ
わ
り

の
卵
「
千
代
の
厳
選
卵
」
と
、
県
産

牛
乳
を
使
い
、
丁
寧
に
作
ら
れ
て
い

ま
す
。
卵
の
味
を
最
大
限
に
生
か
し
、

濃
厚
で
ク
リ
ー
ミ
ー
な
食
感
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
お
い
し
さ
を
手
渡
し
で

　

粕
川
町
膳
の
直
売
所
で
は
、
プ
リ

ン
の
他
、
赤
城
の
恵
ブ
ラ
ン
ド
認
証

の
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
も
販
売
し
て
い

ま
す
。
で
き
る
だ
け
早
く
食
べ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
も

対
面
販
売
を
基
本
に
し
て
い
ま
す
。

■
健
康
・
栄
養

　

卵
と
牛
乳
を
た
っ
ぷ
り
使
用
し
て

い
る
た
め
、
カ
ル
シ
ウ
ム
と
た
ん
ぱ

く
質
を
は
じ
め
と
し
た
栄
養
素
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
含
ん
で
い
ま
す
。
少
量

で
も
手
軽
に
栄
養
補
給
し
や
す
い
食

品
で
す
。

■
生
産
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

こ
だ
わ
り
の
卵
を
使
い
、
一
つ
一

つ
思
い
を
込
め
て
丁
寧
に
作
っ
て
い

ま
す
。
卵
の
味
を
最
大
限
に
生
か
し

た
、
優
し
い
味
の
ス
イ
ー
ツ
を
ぜ
ひ

一
度
お
試
し
く
だ
さ
い
。
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新
高
浜
橋
が
開
通
し
ま
し
た

　

３
月
23
日
、県
庁
と
前
橋
公
園
の
間
に
架
か
る
新
高
浜
橋
が

開
通
し
ま
し
た
。こ
れ
で
国
道
17
号
群
馬
大
橋
東
詰
交
差
点
か

ら
前
橋
公
園
ま
で
の
通
行
が
ス
ム
ー
ズ
に
。公
共
施
設
が
集
ま

る
こ
の
エ
リ
ア
が
、さ
ら
に
便
利
で
安
全
に
な
り
ま
し
た
。

試作の弁当をじっくり吟味
　３月13日、東京都で前橋おもてなし料理コ
ンテスト入賞作品の商品化に向けた試食会を
開催。服部栄養専門学校長の服部幸應さん監
修の入賞作品を活用した試作弁当を披露。お
もてなし食の委員が実際に目で見て、味を確
かめ、商品化に向けた意見交換を行いました。

光降り注ぐ木造校舎

　３月４日、粕川小で新校舎の
竣工式と開校140周年記念式典
が行われました。新校舎は、管
理棟を除いて、木造平屋建ての
木の温もりを感じられる建物。
140周年を記念したコンサート
での奏者の軽快な音楽に、児童
は歓声を上げながら楽しいひと
ときを過ごしました。

15 市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎027-224-1111



お
知
ら
せ

全
国
大
会
出
場
者
な
ど
へ
壮
行
金

　

ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
大
会
や
全
国
大

会
な
ど
に
出
場
す
る
市
内
在
住
の
人

に
壮
行
金
を
交
付
し
ま
す
。
壮
行
金

の
交
付
を
受
け
る
に
は
、
大
会
へ
の

出
場
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。
対
象

に
な
ら
な
い
大
会
が
あ
る
の
で
、
出

場
が
決
ま
っ
た
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎
０
２
７
―
８
９
８
―
５
８

３
４

「
あ
か
ぎ
の
輝
き
」
を
販
売

　

前
橋
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
バ
ラ
「
あ

か
ぎ
の
輝
き
」
を
４
０
０
株
販
売
し

ま
す
。

日
時
＝
４
月
26
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
３
時

会
場
＝
敷
島
公
園
ば
ら
園

対
象
＝
市
内
在
住
の
人
（
抽
選
）

費
用
＝
１
株
１
，
５
０
０
円

申
４
月
10
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
（
１
世
帯
１
通
）。「
あ

か
ぎ
の
輝
き
希
望
」・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
希
望
株
数
（
１
世
帯
２
株
ま

で
）・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
３
７

１
―
０
０
２
７
平
和
町
一
丁
目
２
―

６
・
公
園
管
理
事
務
所
（
☎
０
２
７

―
２
１
０
―
２
０
１
０
）
へ

社
会
福
祉
事
業
に
役
立
て
ま
す

　

共
同
募
金
会
で
は
、
社
会
福
祉
事

業
を
営
む
団
体
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

対
象
＝
社
会
福
祉
法
人
、
更
生
保
護

法
人
、
特
例
民
法
法
人
、
一
般
・
公

益
社
団
（
財
団
）
法
人
、
特
定
非
営

利
活
動
法
人
な
ど

助
成
金
額
＝
総
事
業
費
の
75
㌫
ま
で

（
上
限
金
額
あ
り
）

申
５
月
15
日
㈮
〜
６
月
30
日
㈫
に
所

定
の
用
紙
に
記
入
し
、
必
要
書
類
を

添
え
て
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
共
同

募
金
会
前
橋
市
支
会
（
日
吉
町
二
丁

目
、
☎
０
２
７
―
２
３
７
―
１
１
１

２
）
へ
直
接

市
営
駐
車
場
が
お
得
で
便
利
に

　

市
営
パ
ー
ク
千
代
田
の
屋
上
を
期

間
限
定
で
貸
し
出
し
ま
す
。
ま
た
、

市
営
パ
ー
ク
城
東
の
利
用
料
な
ど
を

一
部
変
更
し
ま
し
た
。

□
市
営
パ
ー
ク
千
代
田

期
間
＝
５
月
１
日
㈮
〜
来
年
３
月
31

日
㈭

場
所
・
台
数
＝
屋
上
、
32
台
（
抽
選
）

費
用
＝
月
額
６
，
４
８
０
円

申
４
月
20
日
㈪
ま
で
に
前
橋
振
興
公

社
☎
０
２
７
―
２
３
５
―
７
１
０
２
へ

□
市
営
パ
ー
ク
城
東

駐
車
料
金
の
変
更
＝
〈
定
期
一
般
〉

月
額
１
万
２
，
３
４
０
円
が
９
，
７

２
０
円
に
〈
定
期
夜
間
〉
月
額
７
，

１
９
０
円
が
６
，
４
８
０
円
に

□
市
営
駐
車
場
回
数
駐
車
券

　

１
冊
当
た
り
１
時
間
券
10
枚
つ
づ

り
が
11
枚
つ
づ
り
に
な
り
ま
し
た
。

（
１
冊
１
，
０
０
０
円
）

申
以
上
の
２
つ
は
前
橋
振
興
公
社
へ

骨
髄
ド
ナ
ー
に
助
成
金
を
交
付

　

骨
髄
な
ど
を
提
供
し
た
人
（
ド
ナ

ー
）
に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
＝
次
の
全
て
を
満
た
す
人
。
①

市
内
在
住
で
住
民
登
録
が
あ
り
４
月

１
日
以
降
に
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
が
実

施
す
る
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
で
骨
髄
な

ど
を
採
取
し
た
②
市
税
の
滞
納
が
な

い
③
ド
ナ
ー
休
暇
制
度
を
設
け
る
企

業
や
団
体
な
ど
に
属
し
て
い
な
い

助
成
金
額
＝
骨
髄
な
ど
の
提
供
時
の

入
院
と
通
院
に
要
し
た
日
数
１
日
に

つ
き
２
万
円
（
上
限
７
日
）

申
請
書
の
配
布
＝
市
保
健
所
内
保
健

総
務
課
で
。
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

申
提
供
後
60
日
以
内
に
申
請
書
に
記

入
し
、
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
発
行
の
骨

髄
提
供
の
証
明
書
と
完
納
証
明
書
な
ど

を
添
え
て
同
課
（
☎
０
２
７
―
２
２

０
―
５
７
８
１
）
へ
直
接

行
政
手
続
条
例
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
１
日
に
前
橋
市
行
政
手
続
条

例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。
主
な

改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

□
行
政
指
導
の
中
止
な
ど
の
求
め

　

法
律
や
条
例
の
要
件
に
適
合
し
な

い
行
政
指
導
を
受
け
た
と
思
う
場
合

に
は
、
行
政
指
導
を
受
け
た
相
手
方

は
市
に
申
し
出
て
、
そ
の
中
止
な
ど

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
処
分
な
ど
の
求
め

　

法
令
違
反
の
事
実
を
発
見
し
、
そ

の
是
正
の
た
め
に
さ
れ
る
べ
き
処
分

（
条
例
・
規
則
に
基
づ
く
も
の
）
や

行
政
指
導
（
そ
の
根
拠
が
法
律
や
条

例
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
）
が
さ
れ

て
い
な
い
と
思
う
場
合
に
、
市
に
申

し
出
て
、
そ
れ
ら
の
処
分
や
行
政
指

導
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
行
政
管
理
課
☎
０
２
７
―
８
９
８

―
６
５
３
７

くらしの情報
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受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
保

険
料
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
追
納

で
き
ま
す
。
な
お
、
３
年
度
目
以
降

は
加
算
金
が
掛
か
り
ま
す
。

対
象
＝
前
年
中
の
所
得
が
１
１
８
万

円
以
下
の
学
生

用
意
す
る
物
＝
年
金
手
帳
、
学
生
証

か
在
学
証
明
書
、
印
鑑

申
市
役
所
市
民
課
（
☎
０
２
７
―
８

９
８
―
６
２
５
４
）
か
各
支
所
へ
直

接
。
翌
年
度
以
降
も
在
学
見
込
み
の

人
は
、
毎
年
３
月
下
旬
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
申
請
書
を
郵

送
で

災
害
遺
児
に
手
当
を
支
給

　

交
通
事
故
や
労
働
災
害
で
父
や
母

を
亡
く
し
た
中
学
校
卒
業
前
の
児
童

を
扶
養
し
て
い
る
保
護
者
に
、
災
害

遺
児
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
＝
次
の
全
て
を
満
た
す
児
童
の

親
権
者
や
そ
れ
に
代
わ
る
立
場
の
人
。

①
生
計
の
中
心
で
あ
る
父
母
や
こ
れ

に
準
じ
る
人
が
、
交
通
事
故
や
労
働

災
害
で
死
亡
し
た
か
重
度
障
害
状
態

に
な
っ
た
②
児
童
を
扶
養
し
世
帯
が

同
じ
③
市
内
在
住
で
住
民
票
に
記
載

さ
れ
て
い
る

支
給
月
額
＝
遺
児
１
人
に
つ
き
３
，

５
０
０
円

用
意
す
る
物
＝
印
鑑
・
戸
籍
謄
本
・

保
護
者
名
義
の
預
金
通
帳
・
原
因
の

事
故
や
労
働
災
害
を
証
明
す
る
書
類

（
障
害
の
場
合
は
そ
の
程
度
を
証
明

す
る
物
）
な
ど

申
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー
内
子
育
て
支

援
課
（
☎
０
２
７
―
２
２
０
―
５
７

０
１
）
へ
直
接

子
ど
も
の
送
迎
自
転
車
に
助
成

　

自
転
車
協
会
の
基
準
を
満
た
す
、

幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車
の
購
入
費

を
助
成
し
ま
す
。

対
象
＝
市
内
在
住
で
保
育
所
（
園
）

や
認
定
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園
な
ど
の

送
迎
に
幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車
を

使
用
す
る
人
（
１
世
帯
１
台
）

助
成
金
額
＝
購
入
費
の
２
分
の
１（
上

限
４
万
円
）

申
市
税
の
完
納
証
明
書
、
領
収
書
の

原
本
、
メ
ー
カ
ー
保
証
書
・
助
成
金

振
込
先
通
帳
の
写
し
、
印
鑑
を
用
意

し
て
、
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー
内
子
育

て
支
援
課
（
☎
０
２
７
―
２
２
０
―

５
７
０
１
）
へ
直
接

保
守
点
検
な
ど
で
休
館

　

大
渡
温
水
プ
ー
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
は
保
守
点
検
な
ど
の
た

め
、
プ
ー
ル
施
設
は
４
月
７
日
㈫
か

ら
23
日
㈭
ま
で
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施

設
・
軽
ス
ポ
ー
ツ
室
は
４
月
７
日
か

ら
４
月
９
日
㈭
ま
で
休
館
し
ま
す
。

問
同
館
☎
０
２
７
│
２
５
３
―
７
８

１
１

〜
10
年
で
年
４
期
に
分
け
て
返
還
（
無

利
子
、
一
括
・
繰
り
上
げ
返
還
も
。

大
学
・
短
大
な
ど
上
級
学
校
へ
進
学

し
た
場
合
は
、
在
学
期
間
の
返
還
延

期
も
で
き
ま
す
）

申
４
月
24
日
㈮
ま
で
に
在
学
す
る
高

校
な
ど
へ

問
学
校
教
育
課
☎
０
２
７
―
８
９
８

―
５
８
１
５

学
生
の
保
険
料
納
付
に
猶
予
期
間

　

20
歳
に
な
る
と
国
民
年
金
に
加
入

し
、
保
険
料
を
納
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
学
生
は
納
付
特
例

制
度
を
利
用
す
る
と
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
こ
の
猶
予
期
間

は
、
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

在
学
生
へ
奨
学
金
を
貸
与

　

学
び
た
い
学
生
を
支
援
す
る
た
め

に
奨
学
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
＝
次
の
全
て
を
満
た
す
高
校
か

高
専
・
専
修
学
校
の
高
等
課
程
に
在

学
の
人
、
２
人
（
選
考
）。
①
市
内

在
住
②
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困

難
③
他
の
育
英
か
奨
学
金
の
貸
与
・

給
与
を
受
け
て
い
な
い
④
学
業
優
秀

な
ど

貸
与
期
間
＝
４
月
か
ら
卒
業
ま
で
（
最

短
修
業
年
限
）

貸
与
月
額
＝
〈
国
・
公
立
〉１
万
２
，

０
０
０
円
〈
私
立
〉
１
万
８
，
０
０

０
円

返
還
期
間
・
方
法
＝
卒
業
後
６
カ
月

コラム
ようこそ市長室へ
スマートフォンまたは

タブレット端末でご覧ください

長市

　「この里の桃の盛りに来て見れば　流れにうつ

る花のくれなゐ（良寛）」　　　　　　　　　　

　この春、東北にも前橋にも、春は巡りくる。　

　それは自然の摂理であって誰かの意思で成す

ものではありません。　　　　　　　　　　　

　めぐる季節に感謝して花々を迎えるばかりで

す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　しかし、前橋市の「暮らし」を支えるために

は明確な志が必要です。新年度の予算は単なる

数字の行列ではありません。様々な暮らしを支

えるために、市民の皆さんからお預かりしたお

金の使い道です。どのような志を持ってこの予

算を執行するか。私を含めすべて

の職員に課せられた責任です。　

つ
き
２
万
円
（
上
限
７
日
）

申
請
書
の
配
布
＝
市
保
健
所
内
保
健

総
務
課
で
。
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

申
提
供
後
60
日
以
内
に
申
請
書
に
記

入
し
、
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
発
行
の
骨

髄
提
供
の
証
明
書
と
完
納
証
明
書
な
ど

を
添
え
て
同
課
（
☎
０
２
７
―
２
２

０
―
５
７
８
１
）
へ
直
接

行
政
手
続
条
例
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
１
日
に
前
橋
市
行
政
手
続
条

例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。
主
な

改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

□
行
政
指
導
の
中
止
な
ど
の
求
め

　

法
律
や
条
例
の
要
件
に
適
合
し
な

い
行
政
指
導
を
受
け
た
と
思
う
場
合

に
は
、
行
政
指
導
を
受
け
た
相
手
方

は
市
に
申
し
出
て
、
そ
の
中
止
な
ど

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
処
分
な
ど
の
求
め

　

法
令
違
反
の
事
実
を
発
見
し
、
そ

の
是
正
の
た
め
に
さ
れ
る
べ
き
処
分

（
条
例
・
規
則
に
基
づ
く
も
の
）
や

行
政
指
導
（
そ
の
根
拠
が
法
律
や
条

例
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
）
が
さ
れ

て
い
な
い
と
思
う
場
合
に
、
市
に
申

し
出
て
、
そ
れ
ら
の
処
分
や
行
政
指

導
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
行
政
管
理
課
☎
０
２
７
―
８
９
８

―
６
５
３
７

広報まえばし　平成27年４月１日号市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎027-224-1111
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お
知
ら
せ

障
害
者
は
後
期
高
齢
早
期
加
入
も

　

後
期
高
齢
者
医
療
は
75
歳
の
誕
生

日
か
ら
の
加
入
が
原
則
で
す
。
た
だ

し
、
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
一
定
の

障
害
の
あ
る
人
が
、
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
に
認
め
ら
れ
た
と
き

は
任
意
で
加
入
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
自
己
負
担
割
合
は
１
割
か

３
割
で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

問
国
民
健
康
保
険
課
☎
０
２
７
―
８

９
８
―
６
２
５
３

緊
急
時
に
役
立
つ
手
話
通
訳
者

　

聴
覚
障
害
者
の
急
病
や
事
故
時
な

ど
に
現
地
に
赴
き
、
意
思
疎
通
を
行

う
緊
急
時
手
話
通
訳
者
の
名
簿
を
配

布
し
ま
す
。
昨
年
度
版
の
名
簿
と
交

換
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

期
間
＝
５
月
29
日
㈮
ま
で

配
布
場
所
＝
市
保
健
所
内
障
害
福
祉
課

対
象
＝
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て

い
る
聴
覚
障
害
者
で
、
手
話
通
訳
者

を
必
要
と
す
る
人

用
意
す
る
物
＝
身
体
障
害
者
手
帳
、

印
鑑

問
同
課
☎
０
２
７
―
２
２
０
―
５
７

１
１
（
フ
ァ
ク
ス
０
２
７
―
２
２
３

―
８
８
５
６
）

富
士
見
温
泉
が
７
月
ま
で
休
館

　

富
士
見
温
泉
見
晴
ら
し
の
湯
ふ
れ

あ
い
館
は
、
施
設
改
修
の
た
め
７
月

31
日
㈮
ま
で
休
館
し
ま
す
。
な
お
、

休
館
中
に
期
限
を
迎
え
る
回
数
券
や

ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
は
、
有
効
期
間
分

を
再
開
後
に
延
長
し
ま
す
。

問
同
館
☎
０
２
７
―
２
３
０
―
５
５

５
５

使
用
料
な
ど
を
変
更
し
ま
す

　

４
月
か
ら
お
お
さ
る
山
乃
家
の
開

所
日
と
使
用
料
を
変
更
し
ま
す
。
施

設
開
所
は
４
月
18
日
㈯
か
ら
で
す
。

開
所
日
＝
土
日
曜
、
祝
日
（
小
中
学

校
の
夏
季
休
業
期
間
は
開
所
）

費
用
＝
〈
宿
泊
〉
一
般
２
，
５
０
０

円
、中
学
生
以
下
１
，５
０
０
円
〈
休

憩
〉
一
般
３
３
０
円
、
中
学
生
以
下

１
４
０
円

問
同
館
☎
０
２
７
―
２
８
５
―
６
１

５
１

食
品
衛
生
監
視
指
導
計
画
を
公
表

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募

集
）
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
踏
ま
え

て
、
本
年
度
の
食
品
衛
生
監
視
指
導

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画

と
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
結

果
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

期
間
＝
４
月
30
日
㈭
ま
で

閲
覧
場
所
＝
市
保
健
所
内
衛
生
検
査

課
、
市
役
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、

各
支
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・

公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
。
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す

問
衛
生
検
査
課
☎
０
２
７
―
２
２
０

―
５
７
７
８

催　

し

障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催

　

障
害
者
の
体
力
づ
く
り
と
相
互
交

流
な
ど
の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を

開
催
し
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

と
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
５
月
24
日
㈰
午
前
10
時

会
場
＝
前
橋
総
合
運
動
公
園

対
象
＝
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
者
、

難
病
患
者
な

ど
と
介
護
を

す
る
人

用
意
す
る
物

＝
昼
食

申
４
月
30
日
㈭
ま
で
に
障
害
福
祉
課

☎
０
２
７
―
２
２
０
―
５
７
１
３
へ

新
規
就
職
者
を
対
象
に
激
励
大
会

　

新
規
就
職
者
を
対
象
に
激
励
大
会

と
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
４
月
27
日
㈪
午
後
６
時

会
場
＝
前
橋
テ
ル
サ

対
象
＝
４
月
か
ら
市
内
事
業
所
に
就

職
し
た
新
卒
者
、
先
着
２
０
０
人

申
４
月
15
日
㈬
ま
で
に
前
橋
商
工
会

議
所
（
日
吉
町
一
丁
目
☎
０
２
７
│

２
３
４
│
５
１
１
１
）
へ
直
接

　

　高崎市タワー美術館は、展覧会「花笑
み～日本画花だより」を開催します。本
展では、当館所蔵の土田麦僊や上村松園
などの日本画、屏

びょう

風
ぶ

作品など62点を展示。
日本の春を代表する桜をはじめ、四季
折々の美しい花々を描いた作品をお楽し
みください。
日時＝４月11日㈯～６月21日㈰、午前
10時～午後６時（月曜を除く。５月４
日は開館し、５月７日㈭は休館。）
会場＝高崎市タワー美術館（高崎市栄町）
観覧料＝一般200円、高校・大学生160円
問同館☎027-330-3773

高
崎
だ
よ
り

四季折々の花々を描く

土
田
麦
僊
《
冨
貴
草
》

くらしの情報
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児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
―
２
２
４
―
２
５
４
８

□
４
月
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

日
時
＝
〈
①
７
日
か
ら
の
平
日
〉
午

後
３
時
30
分
〈
土
日
曜
・
祝
日
・
春

休
み
中
の
平
日
〉
②
午
前
10
時
30
分

③
午
前
11
時
30
分
④
午
後
１
時
30
分

⑤
午
後
３
時
30
分

内
容
＝
①
の
火
木
曜
と
②
④
は
星
座

の
お
話
「
ア
ル
ゴ
号
の
冒
険
」、
①

の
水
金
曜
と
③
⑤
は
天
文
学
シ
リ
ー

ズ
「
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
〜
消
え
た
コ

ス
モ
博
士
！
」

□
理
科
研
究
発
表
会
優
秀
作
品
展

期
日
＝
４
月
11
日
㈯
〜
５
月
６
日
㈬

対
象
校
＝
天
川
小
、
山
王
小
、
上
川

淵
小
、
箱
田
中
、
東
中

□
図
画
作
品
展

期
日
＝
４
月
17
日
㈮
〜
５
月
６
日
㈬

対
象
＝
第
一
・
第
二
・
第
三
・
第
四
・

総
社
・
元
総
社
・
上
川
淵
・
清
里
・

桂
萱
・
東
・
南
橘
・
芳
賀
・
下
川
淵
・

細
井
・
荒
砥
保
育
所
、
前
橋
保
育
園

前
橋
こ
ど
も
図
書
館

☎
０
２
７
―
２
３
０
―
８
８
３
３

□
お
は
な
し
の
会

日
時
＝
４
月
11
日
㈯
・
18
日
㈯
・
25

日
㈯
・
５
月
２
日
㈯
、
午
後
１
時
30

分
〜
２
時

内
容
＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊

び
、
読
み
聞
か
せ
に
関
す
る
相
談
な
ど

□
お
は
な
し
や
さ
ん

日
時
＝
４
月
16
日
㈭
・
23
日
㈭
・
30

日
㈭
・
５
月
７
日
㈭
、
午
前
11
時
30

分
〜
正
午

内
容
＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び

□
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
お
は
な
し
会

日
時
＝
４
月
17
日
㈮
午
後
１
時
30
分

〜
２
時

対
象
＝
１
歳
児
ま
で
と
保
護
者

内
容
＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
手
遊
び

□
は
じ
め
て
絵
本
の
お
は
な
し
会

日
時
＝
４
月
26
日
㈰
午
前
11
時
〜
正
午

対
象
＝
１
歳
児
ま
で
と
保
護
者

内
容
＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
読
み
方

□
絵
本
作
家
と
和
紙
で
「
こ
い
の
ぼ

り
」
を
つ
く
ろ
う
！

日
時
＝
４
月
25
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

講
師
＝
絵
本
作
家
・
野
村
た
か
あ
き

さ
ん

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
内
４
１

１
ア
ト
リ
エ

対
象
＝
小
学
生
と
保
護
者
、
先
着
36
人

費
用
＝
１
，
０
０
０
円

用
意
す
る
物
＝
は
さ
み
、
の
り
、
色

鉛
筆
、
絵
の
具
な
ど

申
４
月
６
日
㈪
か
ら
同
館
へ

□
こ
ど
も
の
読
書
週
間
「
こ
ど
も
の

日
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

日
時
＝
①
５
月
３
日
㈰
②
４
日
㈪
③

５
日
㈫
、
午
前
11
時
〜
正
午
④
５
日

㈫
午
後
２
時
〜
３
時

内
容
＝
①
は
人
形
劇
と
大
型
紙
芝
居
・

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
②
は
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
や
大
型
紙
芝
居
・
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
、
歌
、
手
遊
び
③
④
は
ギ

タ
ー
を
使
っ
た
紙
芝
居
ラ
イ
ブ

□
こ
ど
も
図
書
館
員
の
募
集

日
時
＝
５
月
５
日
㈫
午
前
10
時
〜
正
午

対
象
＝
市
内
の
小
学
生
、
先
着
10
人

申
４
月
13
日
㈪
か
ら
同
館
へ

総
合
教
育
プ
ラ
ザ

☎
０
２
７
―
２
３
０
―
９
０
９
４

□
名
作
映
画
劇
場

日
時
＝
４
月
13
日
㈪
午
後
２
時

対
象
＝
一
般
、
先
着
１
１
２
人

内
容
＝
「
望
郷
」（
ジ
ャ
ン
・
ギ
ャ

バ
ン
主
演
）

申
当
日
同
館
へ
直
接

赤
城
少
年
自
然
の
家

☎
０
２
７
―
２
８
７
―
８
２
２
７

□
カ
ッ
タ
ー
指
導
者
養
成
講
習
会

期
日
＝
４
月
25
日
㈯
〜
26
日
㈰
（
１

泊
２
日
）

対
象
＝
高
校
生
以
上
、
先
着
20
人

費
用
＝
３
，
２
４
０
円

申
同
館
へ

前
橋
文
学
館

　

☎
０
２
７
―
２
３
５
―
８
０
１
１

□
前
橋
文
学
館
友
の
会
総
会
記
念
講

演
会
「
ひ
た
す
ら
前
橋
の
た
め
に
〜

初
代
前
橋
市
長　

下
村
善
太
郎
」

日
時
＝
４
月
26
日
㈰
午
後
２
時
30
分

〜
４
時

対
象
＝
一
般
、
先
着
１
０
０
人

講
師
＝
県
立
県
民
健
康
科
学
大
名
誉

教
授
・
下
村
洋
之
助
さ
ん

申
当
日
同
館
へ
直
接

中
央
公
民
館☎０

２
７
―
２
１
０
―
２
１
９
９

□
地
域
づ
く
り
講
座
「
マ
ン
マ
・
ミ

ー
ア
！
」
前
橋
女
子
高
音
楽
部
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
プ
レ
公
演

日
時
＝
５
月
３
日
㈰
正
午
、
同
午
後

３
時

対
象
＝
一
般
、
先
着
各
４
０
０
人

申
４
月
７
日
㈫
か
ら
同
館
で
整
理
券

を
配
布

アリス＝紗良・オット
「ピアノ・リサイタル」

日時＝５月20日㈬午後７時
内容＝ピアノソナタ第 1 7番
「テンペスト」（ベートーベン
作曲）など
費用＝Ｓ席2,500円、Ａ席1,500円、
Ｂ席1,000円、高校生以下500円
申同館☎027-221-4321へ

市民文化会館

市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎027-224-1111

申＝申し込み　問＝問い合わせ

19



催　

し

初
代
県
令
ゆ
か
り
の
地
を
散
策

　

駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
「
初
代
群
馬

県
令
楫か

取と
り

素も
と

彦ひ
こ

と
妻
文　

春
花
萌
ゆ

る
レ
ト
ロ
散
歩
」
を
開
催
し
ま
す
。

受
付
日
時
＝
４
月
４
日
㈯
〜
６
月
28

日
㈰
、
午
前
９
時
〜
11
時

受
付
場
所
＝
Ｊ
Ｒ
前
橋
駅
内
観
光
案

内
所
（
表
町
二
丁
目
）

コ
ー
ス
＝
龍
海
院
―
ぐ
ん
ま
花
燃
ゆ

大
河
ド
ラ
マ
館
―
臨
江
閣
―
旧
安
田

銀
行
担
保
倉
庫
―
ア
ー
ツ
前
橋
（
約

５
㌔
㍍
）

問
前
橋
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

☎
０
２
７
―
２
３
５
―
２
２
１
１

電
車
に
親
し
む
イ
ベ
ン
ト

　

上
毛
電
鉄
「
春
の
イ
ベ
ン
ト
２
０

１
５
」
を
開
催
。
約
86
年
前
の
電
気

機
関
車
デ
キ
３
０
２
１
と
の
綱
引
き

や
試
乗
会
、
ミ
ニ
ト
レ
イ
ン
運
行
な

ど
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
会
場
に
は

駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共
交
通

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
４
月
26
日
㈰
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
３
時

会
場
＝
上
毛
電
鉄
大
胡
駅
電
車
庫
（
茂

木
町
）

問
上
毛
電
鉄
☎
０
２
７
―
２
３
１
―

３
５
９
７

前
橋
の
歴
史
建
造
物
を
巡
る

　

前
橋
歴
史
遺
産
探
訪
「
敷
島
公
園

を
歩
く
」
を
開
催
。
蚕
糸
記
念
館
や

萩
原
朔
太
郎
記
念
館
、
水
道
資
料
館

な
ど
を
解
説
を
聞
き
な
が
ら
巡
り
ま

す
。

日
時
＝
４
月
29
日
㈬
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
０
時
30
分

集
合
場
所
＝
敷
島
公
園
ば
ら
園

対
象
＝
一
般
、
先
着
30
人

費
用
＝
３
０
０
円

申
４
月
23
日
㈭
ま
で
に
上
州
文
化
ラ

ボ
☎
０
２
７
―
２
３
１
―
５
７
８
２
へ

赤
城
神
社
参
道
松
並
木
を
歩
こ
う

　
「
赤
城
神
社
参
道
松
並
木
と
つ
つ

じ
の
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
開
催
。

４
，
０
０
０
株
の
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
が
咲

き
誇
る
赤
城
神
社
参
道
松
並
木
を
歩

い
て
み
ま
せ
ん
か
。
つ
め
っ
こ
汁
の

無
料
配
布
も
あ
り
ま
す
。

日
時
＝
５
月
３
日
㈰
午
前
８
時
30
分

〜
正
午

集
合
場
所
＝
み
や
ぎ
千
本
桜
の
森

対
象
＝
一
般
、
先
着
２
０
０
人

費
用
＝
３
０
０
円

申
４
月
17
日
㈮
ま
で
に
所
定
の
用
紙

に
記
入
し
、
前
橋
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
協
会
（
☎
０
２
７
―
２
３
５
―

２
２
１
１
）
へ
フ
ァ
ク
ス
（
０
２
７

―
２
３
５
―
２
２
３
３
）
で

市
民
芸
術
文
化
祭

□
華
道
展

日
時
＝
４
月
25
日
㈯
〜
27
日
㈪
、
午

前
10
時
〜
午
後
６
時
（
27
日
は
午
後

４
時
30
分
ま
で
）

会
場
＝
市
民
文
化
会
館

問
文
化
国
際
課
☎
０
２
７
―
８
９
８

―
５
８
５
６

前
橋
け
い
り
ん
の
開
催
日

期
日
＝
４
月
９
日
㈭
〜
15
日
㈬
（
場

外
）、
16
日
㈭
〜
18
日
㈯
（
本
場
）、

20
日
㈪
〜
22
日
㈬
（
場
外
）、
26
日

㈰
〜
30
日
㈭
（
場
外
）

問
公
営
事
業
課
☎
０
２
７
―
２
３
５

―
２
０
０
０

募　

集

空
き
家
の
条
例
改
正
に
意
見
を

　
「
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す

る
条
例
」
の
改
正
へ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）
を
実
施
。

寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、
本
市
の
考
え

方
と
併
せ
て
各
閲
覧
場
所
で
公
表
し

ま
す
。

閲
覧
期
間
＝
４
月
28
日
㈫
ま
で
（
土

日
曜
を
除
く
）、
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

閲
覧
場
所
・
意
見
書
の
配
布
＝
市
役

所
建
築
住
宅
課
・
情
報
公
開
コ
ー
ナ

ー
、
各
支
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
・
公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
。
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
ま
す

意
見
書
の
提
出
＝
４
月
28
日
ま
で
に

所
定
の
用
紙
に
記
入
し
、
各
閲
覧
場

所
へ
直
接
。
ま
た
は
市
役
所
建
築
住

宅
課
（
☎
０
２
７
―
８
９
８
―
６
８

３
３
）
へ
郵
送
か

jutaku@
city.

m
aebashi.gunm

a.jp

で

付
寄□

埼
玉
県
・
鳥
羽
誠
さ
ん
＝
ラ

ン
ド
セ
ル
５
個
を
社
会
福
祉
の

た
め
に

□
高
野
美
代
子
さ
ん
＝
ひ
な
人

形
１
セ
ッ
ト
を
富
士
見
保
育
所
へ

□
徳
永
政
行
さ
ん
＝
刺
又
２
個

を
第
二
保
育
所
へ

□
後
藤
文
夫
さ
ん
＝
高
橋
元
吉

レ
リ
ー
フ
他
３
点
を
前
橋
文
学

館
の
資
料
充
実
の
た
め
に

くらしの情報
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前
橋
を
写
し
た
作
品
を
募
集

　

前
橋
観
光
百
景
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

を
開
催
。
残
し
た
い
前
橋
の
風
景
や

街
並
み
・
自
然
・
名
所
・
文
化
財
、

臨
場
感
あ
ふ
れ
る
祭
り
・
伝
統
芸
能

な
ど
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
審
査

結
果
は
８
月
に
発
表
。
入
賞
作
品
と

原
版
の
使
用
権
は
主
催
者
に
帰
属
し

ま
す
。

部
門
＝
①
一
般
②
学
生

規
格
＝
平
成
25
年
１
月
１
日
〜
こ
と

し
６
月
30
日
㈫
に
撮
影
し
た
デ
ジ
タ

ル
未
加
工
の
未
発
表
作
品
、
①
は
４

つ
切
り
（
ワ
イ
ド
版
不
可
）
か
６
つ

切
り
（
ワ
イ
ド
版
可
）、
Ａ
４
サ
イ

ズ
②
は
２
Ｌ
版
か
Ａ
４
サ
イ
ズ
、
１

人
10
点
ま
で

申
６
月
30
日
ま
で
に
郵
送
か
直
接
。

〒
３
７
１
―
０
０
２
３
本
町
二
丁
目

12
―
１
・
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
内
前

橋
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
（
☎

０
２
７
―
２
３
５
―
２
２
１
１
）
へ

ス
ポ
ー
ツ

大
渡
温
水
プ
ー
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー 

☎
０
２
７
―
２
５
３
―
７
８
１
１

□
ア
ク
ア
ビ
ク
ス

日
時
＝
５
月
12
日
〜
６
月
30
日
の
火

曜
８
回
・
５
月
１
日
〜
６
月
26
日
の

金
曜
８
回
、
午
前
10
時
20
分
〜
11
時

20
分　

対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
、
各
30

人
（
抽
選
）

費
用
＝
各
２
，
０
０
０
円
と
施
設
使

用
料

□
健
康
温
水
プ
ー
ル
浴

日
時
＝
５
月
11
日
〜
６
月
29
日
の
月

曜
８
回
、
午
前
10
時
20
分
〜
11
時
20
分

対
象
＝
50
歳
以
上
、
30
人
（
抽
選
）

費
用
＝
２
，
０
０
０
円
と
施
設
使
用
料

申
以
上
の
２
つ
は
４
月
15
日
㈬
（
必

着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
教
室

名
・
曜
日
・
時
間
・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
番
号
を

記
入
し
、
〒
３
７
１
―
０
８
５
４
大

渡
町
二
丁
目
３
―
11
・
大
渡
温
水
プ

ー
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
へ

三
俣
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

□
小
中
高
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

日
時
＝
４
月
12
日
〜
11
月
８
日
の
日

曜
20
回
、
午
前
９
時
〜
正
午

対
象
＝
小
２
〜
高
３
（
高
校
生
は
部

活
未
所
属
の
人
）、
先
着
１
６
０
人

費
用
＝
５
，
０
０
０
円
と
日
連
登
録

費
５
０
０
円

用
意
す
る
物
＝
運
動
靴
、
ラ
ケ
ッ
ト

（
持
っ
て
い
る
人
）

申
４
月
12
日
午
前
８
時
30
分
に
同
場

へ
直
接
。
２
回
目
以
降
は
各
開
催
日

に
同
場
へ
直
接

問
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
・
佐
久
間

さ
ん
☎
０
２
７
―
２
２
４
―
１
３
０
９

□
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

日
時
＝
４
月
８
日
㈬
〜
19
日
㈰
の
水

土
日
曜
６
回
、
午
前
10
時
〜
正
午

対
象
＝
ど
な
た
で
も
、
先
着
30
人

費
用
＝
１
，
０
０
０
円

用
意
す
る
物
＝
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
、

ラ
ケ
ッ
ト
（
持
っ
て
い
る
人
）

申
４
月
８
日
午
前
９
時
30
分
に
同
場

へ
直
接

問
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
・
阿
久
津

さ
ん
☎
０
２
７
―
２
２
４
―
９
４
１
１

勤
労
者
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

勤
労
者
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開

催
。
こ
の
大
会
に
参
加
す
る
チ
ー
ム

を
募
集
し
ま
す
。

日
時
＝
５
月
10
日
㈰
午
前
７
時

会
場
＝
桃
ノ
木
川
グ
ラ
ン
ド
（
旧
産

業
人
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

対
象
＝
市
内
在
住
か
在
勤
の
お
お
む

ね
15
人
で
編
成
し
た
チ
ー
ム
（
女
性

か
50
歳
以
上
の
人
が
常
時
出
場
）、

先
着
16
チ
ー
ム

申
４
月
６
日
㈪
〜
15
日
㈬
に
市
役
所

産
業
政
策
課
（
☎
０
２
７
│
８
９
８

│
６
９
８
５
）
へ
直
接

講
座
・
教
室

勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
―
２
３
０
―
９
０
９
８

□
特
別
講
座
「
お
菓
子
」

日
時
＝
５
月
12
日
〜
６
月
16
日
の
火

曜
５
回
、
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

対
象
＝
市
内
在
住
か
在
勤
の
勤
労
女

性
、
15
人
（
抽
選
）

費
用
＝
４
，
０
０
０
円

そ
の
他
＝
申
込
者
が
10
人
未
満
の
場

合
は
中
止
。
事
前
予
約
で
３
歳
以
上

の
未
就
学
児
の
託
児
が
で
き
ま
す

申
４
月
15
日
㈬
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
。
講
座
名
・
住
所
・
氏

名
・
職
業
・
電
話
番
号
・
託
児
希
望

の
場
合
は
子
ど
も
の
人
数
と
年
齢
・

性
別
を
記
入
し
、
〒
３
７
１
―
０
０

３
５
岩
神
町
三
丁
目
１
―
１
・
総
合

教
育
プ
ラ
ザ
内
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー
へ

スポーツ大会情報
● 卓球選手権（４月29日㈬、宮城
体育館）
詳しくは市民体育館（☎027-265-
0900）に問い合わせるか、本市ホ
ームページをご覧ください。

市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎027-224-1111

申＝申し込み　問＝問い合わせ
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講
座
・
教
室

前
橋
テ
ル
サ☎

０
２
７
―
２
３
１
―
３
９
４
３

□
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
＆
カ
ル
チ
ャ
ー
ス

ク
ー
ル

講
座
名
・
期
日
＝
〈
楽
し
く
シ
ェ
イ

プ
ア
ッ
プ
コ
ア
ダ
ン
ス
！
〉
４
月
14

日
〜
６
月
23
日
の
火
曜
10
回
〈
パ
ソ

コ
ン
中
級
講
座
〉〈
仕
事
に
使
え
る
！

ワ
ー
ド
＆
エ
ク
セ
ル
中
級
（
夜
間
）〉

４
月
15
日
〜
６
月
24
日
の
水
曜
９
回

〈
パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座
〉〈
仕
事
に
使

え
る
！
ワ
ー
ド
＆
エ
ク
セ
ル
初
級
（
夜

間
）〉
４
月
16
日
〜
６
月
25
日
の
木

曜
10
回

申
同
館
へ

香
り
を
き
っ
か
け
に
自
分
を
理
解

　

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
講
座
「
ア
ロ
マ
＆

フ
ォ
ー
カ
シ
ン
グ
」
を
開
催
。
ア
ロ

マ
の
香
り
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
、

自
分
を
見
つ
め
直
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
〈
午
前
コ
ー
ス
〉
５
月
19
日

㈫
〜
９
月
15
日
㈫
の
全
５
回
、
午
前

９
時
50
分
〜
正
午
〈
夜
間
コ
ー
ス
〉

同
午
後
６
時
50
分
〜
９
時

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

対
象
＝
女
性
、
各
25
人
（
抽
選
）

費
用
＝
３
，
０
０
０
円

申
４
月
20
日
㈪
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
。希
望
コ
ー
ス
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
３

７
１
―
０
０
１
８
三
俣
町
一
丁
目
４

―
13
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
こ
ば
え
（
☎

０
２
７
―
２
１
５
―
５
６
０
６
）
へ

怒
鳴
ら
ず
に
子
育
て
を
し
よ
う

　

怒
鳴
っ
た
り
叩
い
た
り
せ
ず
に
子

ど
も
を
育
て
る
方
法
を
学
ぶ
、
コ
モ

ン
セ
ン
ス
・
ペ
ア
レ
ン
テ
ィ
ン
グ
を

開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
５
月
７
日
〜
７
月
16
日
の
木

曜
６
回
・
５
月
８
日
〜
７
月
17
日
の

金
曜
６
回
、
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
５
歳
〜
小
６
の
子
ど
も
を
持

つ
保
護
者
、
先
着
各
５
人

申
４
月
13
日
㈪
〜
30
日
㈭
に
子
育
て

支
援
課
☎
０
２
７
―
２
２
０
―
５
７

０
２
へ

バ
ラ
ン
ス
よ
く
楽
し
く
歩
く

　

ま
え
ば
し
市
民
提
案
型
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
事
業
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ

ォ
ー
ク
講
習
会
」
を
開
催
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
協
会

が
ポ
ー
ル
を
使
っ
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
楽
し
く
歩
く
方
法

を
教
え
ま
す
。

日
時
＝
①
５
月
８
日
〜
７
月
24
日
の

金
曜
６
回
、
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

②
５
月
13
日
〜
７
月
22
日
の
水
曜
６

回
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場
＝
①
は
し
き
し
ま
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
②
は
ひ
ろ
せ
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

対
象
＝
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
、
各

15
人
（
抽
選
）

申
４
月
８
日
㈬
〜
30
日
㈭
に
介
護
高

齢
課
☎
０
２
７
―
８
９
８
―
６
１
３

３
へ

要
約
筆
記
を
社
会
に
役
立
て
て

　

ノ
ー
ト
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
耳
の

不
自
由
な
人
に
情
報
を
伝
え
る
、
要

約
筆
記
者
を
養
成
す
る
研
修
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
＝
〈
手
書
き
〉
７
月
７
日
〜
１

月
19
日
の
火
曜
24
回
、
午
後
２
時
〜

４
時
〈
パ
ソ
コ
ン
〉
７
月
９
日
〜
１

月
21
日
の
木
曜
24
回
、
午
後
６
時
45

分
〜
８
時
45
分

会
場
＝
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
県
内
在
住
で
、
本
年
度
と
来

年
度
の
研
修
会
を
修
了
し
、
認
定
試

験
を
受
験
で
き
る
人
、
各
15
人
（
選

考
）　

費
用
＝
テ
キ
ス
ト
代

申
４
月
10
日
㈮
〜
24
日
㈮
に
往
復
ハ

ガ
キ
で
。
希
望
コ
ー
ス
・
住
所
・
氏

名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
電
話
番
号
を
記

入
し
、
〒
３
７
１
―
０
８
４
３
新
前

橋
町
13
―
12
・
県
社
会
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
内
県
聴
覚
障
害
者
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
「
要
約
筆
記
者

養
成
研
修
係
」（
☎
０
２
７
―
２
５

５
―
６
６
３
３
）
へ

精
密
機
械
測
定
技
術
を
習
得

　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
「
精
密

機
械
測
定
入
門
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
５
月
12
日
㈫
〜
15
日
㈮
、
午

後
２
時
〜
５
時
15
分

会
場
＝
前
橋
産
業
技
術
専
門
校
（
石

関
町
）

費
用
＝
９
，
６
０
０
円

申
４
月
21
日
㈫
ま
で
に
同
校
☎
０
２

７
―
２
３
０
│
２
２
１
１
へ

お
お
と
も
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
―
２
５
２
│
３
０
７
７

□
手
と
足
の
つ
ぼ
押
し
教
室

日
時
＝
４
月
22
日
㈬
午
後
１
時
〜
２
時

対
象
＝
一
般
、
先
着
30
人

申
４
月
８
日
㈬
か
ら
同
館
へ

□
中
村
悦
子
歌
謡
シ
ョ
ー

日
時
＝
４
月
23
日
㈭
午
後
０
時
30
分

〜
１
時
30
分

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

65
歳
未
満
の
人
は
入
場
料
が
必
要
で
す

（
ふ
じ
み
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
60
歳
未
満
）

くらしの情報
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か
す
か
わ
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
―
２
８
５
―
３
８
０
１

□
さ
く
ら
の
つ
ど
い
「
レ
グ
ダ
ン
ス

と
唄
」

日
時
＝
４
月
21
日
㈫
午
前
11
時
30
分

〜
午
後
０
時
30
分

□
マ
マ
と
ベ
ビ
ー
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
サ

ロ
ン

日
時
＝
４
月
15
日
㈬
午
前
10
時
30
分

〜
正
午

対
象
＝
乳
児
と
家
族
、
先
着
15
組

費
用
＝
５
０
０
円

□
ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス

日
時
＝
４
月
28
日
㈫
午
前
10
時
30
分

〜
正
午

申
以
上
の
２
つ
は
４
月
７
日
㈫
か
ら

同
館
へ

ひ
ろ
せ
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
―
２
６
１
―
０
８
８
０

□
紅
洋
花
舞
踊
シ
ョ
ー

日
時
＝
４
月
12
日
㈰
午
前
11
時
30
分

〜
午
後
１
時

□
ピ
ン
シ
ャ
ン
体
操
と
ス
ト
レ
ッ
チ

日
時
＝
４
月
20
日
㈪
午
前
10
時
〜
11

時
30
分

□
マ
マ
と
ベ
ビ
ー
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
サ

ロ
ン

日
時
＝
４
月
22
日
㈬
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分

対
象
＝
乳
児
と
家
族
、
先
着
15
組

費
用
＝
５
０
０
円

□
１
日
教
室

日
時
＝
〈
い
き
い
き
元
気
体
操
〉
４

月
22
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
〈
健

康
ス
ポ
ー
ツ
教
室
〉
４
月
27
日
㈪
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
〈
簡
単
な
ダ
ン

ス
で
有
酸
素
運
動
〉
４
月
30
日
㈭
午

前
11
時
〜
正
午

対
象
＝
一
般
、
先
着
各
30
人

申
以
上
の
２
つ
は
４
月
７
日
㈫
か
ら

同
館
へ

し
き
し
ま
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
―
２
３
３
│
２
１
２
１

□
大
衆
演
劇
「
紅
洋
花
」
春
の
公
演

日
時
＝
４
月
23
日
㈭
午
前
11
時
30
分

〜
午
後
１
時

□
和
紙
ち
ぎ
り
絵
体
験
教
室

日
時
＝
４
月
15
日
㈬
・
５
月
20
日
㈬
、

午
前
10
時
〜
正
午

対
象
＝
一
般
、
先
着
各
15
人

費
用
＝
各
５
０
０
円

□
マ
マ
と
ベ
ビ
ー
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
サ

ロ
ン

日
時
＝
４
月
14
日
㈫
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分

対
象
＝
乳
児
と
家
族
、
先
着
30
組

費
用
＝
５
０
０
円

申
以
上
の
２
つ
は
４
月
７
日
㈫
か
ら

同
館
へ

ふ
じ
み
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
―
２
８
８
―
６
１
１
３

□
マ
マ
と
ベ
ビ
ー
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
サ

ロ
ン

日
時
＝
４
月
17
日
㈮
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分

対
象
＝
乳
児
と
家
族
、
先
着
10
組

費
用
＝
５
０
０
円

申
４
月
６
日
㈪
か
ら
同
館
へ

□
一
日
教
室
「
石せ

っ

鹸け
ん

で
母
の
日
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
作
り
ま
し
ょ
う
」

日
時
＝
４
月
22
日
㈬
午
前
10
時
〜
正
午

対
象
＝
ど
な
た
で
も
、
先
着
15
人

費
用
＝
１
，
０
０
０
円

□
健
康
教
室
「
椅
子
に
座
っ
て
行
う

初
め
て
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
」

日
時
＝
４
月
23
日
㈭
午
後
１
時
30
分

〜
２
時
30
分

対
象
＝
一
般
、
先
着
30
人

申
以
上
の
２
つ
は
４
月
13
日
㈪
か
ら

同
館
へ高

齢
者

入
浴
券
・
は
り
割
引
券
を
交
付

　

来
年
３
月
31
日
㈭
ま
で
使
え
る
公

衆
浴
場
無
料
入
浴
券
と
、
は
り
・
き

ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
割
引

券
の
交
付
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、
昨
年
度
利
用
者
に
は
郵
送
し

ま
す
の
で
、
申
請
は
不
要
で
す
。

□
公
衆
浴
場
無
料
入
浴
券

対
象
＝
一
人
暮
ら
し
の
65
歳
以
上
（
昭

和
26
年
３
月
31
日
以
前
生
ま
れ
）

交
付
数
＝
１
人
36
枚

指
定
公
衆
浴
場
＝
萩
の
湯
（
昭
和
町

二
丁
目
）・
成
田
湯
（
三
河
町
一
丁

目
）・
松
の
湯
（
朝
日
町
二
丁
目
）・

千
歳
湯
（
石
倉
町
一
丁
目
）・
利
根

の
湯
（
紅
雲
町
一
丁
目
）

□
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
サ

ー
ビ
ス
割
引
券

対
象
＝
70
歳
以
上
（
昭
和
21
年
３
月

31
日
以
前
生
ま
れ
）

交
付
数
＝
１
人
６
枚
（
75
歳
以
上
は

７
枚
）

そ
の
他
＝
施
術
ご
と
に
１
，
０
０
０

円
の
自
己
負
担
、
出
張
施
術
に
は
別

に
費
用
が
必
要

申
介
護
高
齢
課
☎
０
２
７
―
８
９
８

―
６
１
３
４
へ

楽
し
く
動
い
て
体
力
づ
く
り

　

家
庭
で
も
で
き
る
運
動
で
学
ぶ
、

元
気
ア
ッ
プ
運
動
教
室
を
開
催
し
ま

す
。

日
時
＝
５
月
11
日
〜
10
月
５
日
の
月

曜
10
回
、
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

対
象
＝
医
師
か
ら
運
動
制
限
を
さ
れ

て
い
な
い
65
歳
以
上
、
先
着
30
人

内
容
＝
ピ
ン
シ
ャ
ン
！
元
気
体
操
や

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど

申
４
月
８
日
㈬
か
ら
介
護
高
齢
課
☎

０
２
７
―
８
９
８
―
６
１
３
３
へ
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税
第
３
日
曜
は
納
税
相
談
窓
口

　

平
日
に
来
庁
で
き
な
い
人
の
た
め

に
、
納
税
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

日
時
＝
４
月
19
日
㈰
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
４
時

会
場
＝
市
役
所
収
納
課

問
同
課
☎
０
２
７
―
８
９
８
―
６
２

３
３そ

の
他
の
情
報

□
教
育
委
員
会
定
例
会
の
傍
聴

日
時
＝
４
月
15
日
㈬
午
後
３
時

会
場
＝
市
役
所
11
階
南
会
議
室

対
象
＝
一
般
、
先
着
10
人

申
当
日
午
後
２
時
30
分
〜
50
分
に
会

場
へ
直
接

問
教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
課
☎
０

２
７
―
８
９
８
―
５
８
０
２

□
椅
子
に
座
っ
て
初
め
て
の
フ
ラ
ダ

ン
ス

日
時
＝
４
月
13
日
㈪
・
27
日
㈪
・
５

月
25
日
㈪
、
午
後
１
時
30
分
〜
２
時

30
分

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
、
先

着
各
20
人

申
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎
０
２

７
│
２
３
２
―
３
８
４
８
へ

□
お
も
ち
ゃ
の
病
院

　

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
無
料
で
修
理
。

日
時
＝
①
４
月
19
日
㈰
②
21
日
㈫
、

午
前
10
時
〜
正
午

会
場
＝
①
は
総
合
福
祉
会
館
②
は
城

南
支
所

問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎
０
２

７
―
２
３
２
―
３
８
４
８

□
市
民
の
茶
席

日
時
＝
４
月
26
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
３
時

会
場
＝
臨
江
閣
本
館

問
前
橋
茶
道
会
・
武
者
宗
幸
さ
ん
☎

０
２
７
―
２
２
４
―
３
６
７
４

□
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

日
時
＝
５
月
23
日
〜
来
年
３
月
５
日

の
土
曜
11
回
、
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

対
象
＝
初
心
者
、
15
人
（
抽
選
）

費
用
＝
１
，
５
０
０
円

用
意
す
る
物
＝
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
（
ウ

イ
ン
ド
ウ
ズ
対
応
）

申
４
月
10
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
。
講
座
名
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

〒
３
７
１
―
０
０
１
７
日
吉
町
二
丁

目
17
―
10
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
（
☎
０
２
７
―
２
３
２
―
３
８
４

８
）
へ

４月の各種無料相談
相談名・問い合わせ 日　時 会　場

法律相談
☎027-898-6100

火曜、午後１時～４時
（予約は前週の木曜、
午後２時から電話で）

市役所市民相談室

行政相談
☎027-898-6100

４月９日㈭
午後１時～３時

大胡支所

４月14日㈫
午後１時～３時

かすかわ老人福祉センター

４月15日㈬
午後１時～４時

市役所市民相談室

４月17日㈮
午後１時～３時

桂萱市民サービスセンター

４月20日㈪
午後１時～３時

宮城支所

５月１日㈮
午後１時～３時

東市民サービスセンター

思
い
や
り　

み
ん
な
が
持
て
ば　

い
い
気
持
ち

桃
瀬
小
５
年　

関　

快
斗
さ
ん

人
権
標
語

※市民相談（☎027-898-6100）、ＤＶ・セクハラ相談（☎027-898-6520）、家庭児童相談（☎027-223-4148）、母子家庭相談（☎027-220-
5701）、女性相談（☎027-220-5700）は午前８時30分～午後５時15分。教育・青少年相談（☎027-230-9090）は月曜～金曜の午前９時～
午後７時、土曜は午前９時～午後５時。就学に向けての相談（☎027-210-1234）は月曜～金曜の午前９時～午後５時。

相談名・問い合わせ 日　時 会　場

登記相談
☎027-898-6100

４月10日㈮
午後１時～４時 市役所市民相談室

公証相談
☎027-898-6100

４月13日㈪
午後１時～４時 市役所市民相談室

人権相談
☎027-898-6100

４月17日㈮
午後１時～４時 市役所市民相談室

精神科医によるここ
ろの相談
☎027-220-5785

４月８日㈬・22日㈬、
午後１時30分～３時
（各予約制）

市保健所

若者のこころの相談
☎027-220-5785

４月21日㈫
午後１時30分～３時
（予約制）

就労相談
☎027-231-3211

火曜～土曜、午前10
時～午後４時 前橋テルサ

心配ごと相談
☎027-237-5006

月曜～金曜、
午後１時～４時 総合福祉会館

外国人相談
（英語・中国語・ポルト
ガル語・スペイン語）
☎027-243-7788

月曜・午後1時～5時、
木曜・午前９時～午
後１時

市役所外国人相談窓口

くらしの情報
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□
子
ど
も
お
天
気
教
室

日
時
＝
５
月
16
日
〜
来
年
３
月
19
日

の
土
曜
11
回
、
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

対
象
＝
小
４
〜
小
６
、
先
着
12
人

費
用
＝
５
０
０
円

申
５
月
８
日
㈮
ま
で
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
７
―
２
３
２
―

３
８
４
８
へ

健　
　

康

麻
し
ん
風
し
ん
の
予
診
票
を
郵
送

　

春
か
ら
初
夏
に
流
行
す
る
こ
と
が

多
い
麻
し
ん
は
、
感
染
力
が
強
く
重

い
合
併
症
を
起
こ
し
や
す
い
感
染
症

で
す
。
市
内
の
医
療
機
関
で
麻
し
ん

風
し
ん
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）
ワ
ク
チ
ン
を

早
め
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
接
種

時
期
は
第
１
期
が
生
後
12
カ
月
以
上

24
カ
月
未
満
、
第
２
期
が
小
学
校
就

学
前
の
１
年
間
。
第
２
期
の
対
象
者

（
平
成
21
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
22

年
４
月
１
日
生
ま
れ
ま
で
）
に
は
、

３
月
末
に
予
診
票
を
郵
送
し
ま
し
た
。

来
年
３
月
31
日
㈭
ま
で
に
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。
予
診

票
が
届
か
な
い
場

合
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

問
衛
生
検
査
課
☎

０
２
７
―
２
２
０

│
５
７
７
９

風
し
ん
抗
体
検
査
費
用
な
ど
助
成

　

風
し
ん
抗
体
検
査
費
用
と
予
防
接

種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
こ

の
検
査
の
結
果
、
抗
体
が
低
い
人
は

予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
抗

体
検
査
は
無
料
で
す
。

期
間
＝
来
年
３
月
31
日
㈭
ま
で

対
象
＝
市
内
在
住
で
次
の
い
ず
れ
か

を
満
た
す
人
①
初
め
て
の
妊
娠
を
希

望
す
る
女
性
と
そ
の
配
偶
者
②
風
し

ん
の
抗
体
が
低
い
妊
婦
の
夫
（
た
だ

し
、
過
去
に
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ

と
が
あ
る
、
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
、
風
し
ん
の
予
防

接
種
歴
の
あ
る
人
を
除
く
）

ワ
ク
チ
ン
助
成
額
＝
〈
風
し
ん
単
独
〉

３
，
０
０
０
円
〈
麻
し
ん
風
し
ん
混

合
〉
５
，
０
０
０
円

申
衛
生
検
査
課
（
☎
０
２
７
―
２
２

０
―
５
７
７
９
）
へ
直
接

ス
マ
イ
ル
健
康
診
査
で
健
康
に

　

健
康
診
査
を
受
け
る
機
会
が
な
い

人
を
対
象
に
ス
マ
イ
ル
健
康
診
査
を

実
施
し
ま
す
。
健
診
を
受
け
て
生
活

習
慣
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
８
月
24
日
㈪
・
25
日
㈫
・
26

日
㈬
・
30
日
㈰
・
９
月
６
日
㈰
・
12

日
㈯
、
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

会
場
＝
県
健
康
づ
く
り
財
団
（
堀
之

下
町
）

対
象
＝
市
内
在
住
で
昭
和
51
年
４
月

１
日
〜
平
成
10

年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
人
、
先

着
各
２
５
０
人

申
６
月
30
日
㈫

ま
で
に
ハ
ガ
キ

で
（
１
人
１
通
）。

希
望
日
（
第
２

希
望
ま
で
）・

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
生
年

月
日
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

〒
３
７
１
―
０
０
１
４
朝
日
町
三
丁

目
36
―
17
・
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー
内

健
康
増
進
課
「
ス
マ
イ
ル
健
康
診
査

係
」（
☎
０
２
７
―
２
２
０
―
５
７

０
８
）
へ
。
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
請
も
で
き
ま
す

健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
２
７
―
２
３
４
―
４
９
７
０

　

健
康
相
談
と
原
稿
検
索
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
ア

ド
レ
ス
はhttp://w

w
w
.raijin.

com
/kenko/

で
す
。

曜
日
・
内
容
＝
〈
月
曜
〉
母
乳
を
止

め
る
時
期
〈
火
曜
〉
指
し
ゃ
ぶ
り
・

お
し
ゃ
ぶ
り
の
問
題
〈
水
曜
〉
こ
ど

も
の
貧
血
〈
木
曜
〉
削
ら
な
く
て
も

い
い
む
し
歯
〈
金
曜
〉
ど
う
し
て
熱

が
で
る
の
？
〈
土
日
曜
〉
そ
け
い
ヘ

ル
ニ
ア

直
接
相
談
タ
イ
ム
＝
医
師
が
直
接
相

談
。
４
月
15
日
㈬
（
歯
科
）、
午
後

７
時
30
分
〜
９
時

健康 帳
心配な人はかかりつけ医などで受診してください。

手手

　高齢者の膝関節痛の原因で最も多いのは変形性関節
症です。これは加齢により膝関節の軟骨がすり減り、
骨の変形を起こす疾患。初期は動き始めに痛みを感じ
ます。飲み薬や塗り薬、湿布、関節内注射などの薬物
療法と、サポーターや足底板などの装具療法がありま
す。また、太ももの筋肉を鍛える、膝の曲げ伸ばしを
するなどの訓練による運動療法もあります。
　子どもや若年者の膝関節痛はスポーツ活動での発症
が多くみられます。けがによる膝関節痛には骨折や靭

じん

帯
たい

損傷、半月板損傷などが、使い過ぎによる膝関節
痛にはジャンパー膝などのスポーツ障害が挙げられ
ます。けがは放置すると変形性膝関節症になること
があるため、早期診断と適切な治療が大切。スポー
ツ障害は柔軟性が低下すると発症しやすいため、ス
トレッチで予防します。運動療法やストレッチは正
しいやり方で行うことが重要です。膝の関節痛でお
困りの場合はお近くの整形外科にご相談ください。
 前橋市医師会　小泉　裕之

膝の関節痛について

市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎027-224-1111

申＝申し込み　問＝問い合わせ
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休 日 当 番 医
内　　科 外　　科 婦人科 耳鼻科 眼科

４
月
５
日
㈰

ほんま小児科

（児）
上佐鳥町
☎027-290-3131

村 山 医 院

（内）
表町一丁目
☎027-221-4643

上 泉 内 科

（内児）
上泉町

☎027-269-1682

上武呼吸器科
内 科 病 院
（内）
田口町

☎027-232-5000

西田整形外科

（整）
樋越町

☎027-280-2233

狩野外科医院

（外内）
日吉町四丁目
☎027-231-7025

高
＊

崎 市 夜 間
休日急病診療所
（婦）

高崎市高松町
☎027-381-6119

いいづか・
たきた医院
（耳鼻）
高崎市沖町
☎027-343-3387

下之城眼科
クリニック
（眼）

高崎市下之城町
☎027-386-4149

４
月
12
日
㈰

鈴木小児科医院

（児内）
後閑町

☎027-263-2967

うめだ内科
クリニック
（内児）
鶴光路町
☎027-212-0678

西 片 貝
クリニック
（内）

西片貝町三丁目
☎027-223-6533

若 宮 内 科

（内児）
日吉町四丁目
☎027-234-6001

積心会富沢病院

（整）
朝日町四丁目
☎027-224-3955

樋越ペイン
クリニック
（外）
樋越町

☎027-284-9911

道下産婦人科
医 院
（産婦）
平和町一丁目
☎027-231-7821

耳 鼻 咽 喉 科
川島クリニック
（耳鼻）
西片貝町一丁目
☎027-260-1187

しみず眼科
クリニック
（眼）
樋越町

☎027-230-4611

４
月
19
日
㈰

藤永小児科内科
医 院
（児内）
下細井町
☎027-235-2690

みやざき内科
ク リ ニ ッ ク
（内）
元総社町
☎027-212-5000

遠藤内科医院

（内児）
野中町

☎027-261-3711

吉 松 医 院

（内）
粕川町新屋
☎027-285-2273

あべクリニック

（整）
富士見町原之郷
☎027-288-9511

生 方 医 院

（外内）
表町二丁目
☎027-224-2818

こ
＊

すもレディース
ク リ ニ ッ ク
（婦）
高崎市旭町
☎027-330-2215

耳 鼻 咽 喉 科
やまぐち医院
（耳鼻）
高崎市柴崎町
☎027-353-5473

まゆずみ眼科
医 院
（眼）

高崎市日高町
☎027-388-8461

４
月
26
日
㈰

嵯峨小児科医院

（児）
青柳町

☎027-232-1188

つくも内科医院

（内）
富士見町原之郷
☎027-230-5085

わかば病院

（内）
新前橋町
☎027-255-5252

う い 内 科
クリニック
（内）
駒形町

☎027-226-5566

掛 川 医 院

（外内）
総社町二丁目
☎027-251-0415

ももかわ整形外科
ク リ ニ ッ ク
（整）

荒牧町一丁目
☎027-233-8515

今井産婦人科
内 科 医 院
（産婦）
東片貝町
☎027-221-1000

町井耳鼻咽喉科

（耳鼻）
文京町二丁目
☎027-221-2551

宮久保眼科

（眼）
荒牧町二丁目
☎027-234-3511

４
月
29
日
㈬

中嶋小児科医院

（児）
江木町

☎027-261-9299

伊藤内科医院

（内）
下小出町二丁目
☎027-232-0537

前橋広瀬川
クリニック
（内）

千代田町二丁目
☎027-231-4101

森 田 医 院

（内児）
山王町一丁目
☎027-266-4089

こぶな整形外科
医 院
（整）
後閑町

☎027-261-7600

富沢脳神経外科
内 科 医 院
（脳外）
下小出町二丁目
☎027-234-3488

産
＊

科婦人科松原医院

（婦）
高崎市新保町
☎027-353-4103

耳 鼻 咽 喉 科
貴船クリニック
（耳鼻）
高崎市井野町
☎027-363-7110

丸山眼科医院

（眼）
高崎市片岡町二丁目
☎027-322-7178

上表の各診療時間は午前９時～午後６時。
＊４月５日・19日・29日の婦人科は正午まで。午後１時～６時は産科婦人科舘出張佐藤病院（高崎市若松町☎ 027-322-2243）で診療。

夜
間
・
救
急
な
ど

夜間急病診療所　☎ 027-243-5111
朝日町四丁目９-５　内科と小児科
午後８時～午前０時（上記の日程は午前９時～正午も診療）
救急病院案内（24 時間体制）　☎ 027-221-0099
※メモの用意をしてから連絡してください。

歯　

科

歯科医師会休日診療所　☎ 027-237-3685
岩神町二丁目19-9
日曜・祝日、午前10時～正午・午後１時～３時

薬　

局

市薬剤師会会営薬局　☎ 027-223-8400
紅雲町一丁目2-15
日曜・祝日、午前９時～午後５時

休日当番医は市医師会ホームページ（http://maebashi.gunma.med.or.jp/）に掲載

接 骨 院 ・ 整 骨 院 の 休 日 当 番
４月５日㈰ 新井接骨院（粕川町女渕）☎027-285-4370 田代接骨院（荻窪町）☎027-269-7538

４月12日㈰ 片山鍼灸整骨院（前箱田町）☎027-225-5333 すだ接骨院（国領町一丁目）☎027-257-2557

４月19日㈰ 細野接骨院（南町三丁目）☎027-223-3355 神尾接骨院（茂木町）☎027-283-2932

４月26日㈰ こだいら接骨院（古市町）☎027-253-8216 広瀬接骨院（広瀬町二丁目）☎027-263-8881

４月29日㈬ わたなべ接骨院（富士見町時沢）☎027-288-9996 前橋東洋医学専門学校附属接骨院（新前橋町）☎027-253-1205

夜間急病診療所（内科・小児科）では、
日曜・祝日の午前９時～正午も診療

くらしの情報

広報まえばし　平成27年４月１日号 26



広告内容に関する質問などについては、広告スポンサーに直接問い合わせてください。

前橋総合卸売市場

月１回、消費者が市場で買い物ができる「だんべえ市」を開催します。

前橋市ホームページ バナー広告より ご覧いただけます
TEL.027－261－3311(前橋市東片貝町398)　

午前９時～売り切れ
次第終了

４ 25土

今後の開催日 ５月23日㈯午前９時～売り切れ次第終了（第４土曜日）
６月27日㈯午前９時～売り切れ次第終了（第４土曜日）

水産物・マグロ・果実・野菜・精肉（国産和牛・県内産豚肉）・
一般食料品・菓子・漬物、生花・米・鶏卵

即売
品目　

平成27年のＮＨＫ大河ドラマ、
「花燃ゆ」。
初代群馬県令・楫取素彦の妻、
文が主人公。

市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎027-224-1111

申＝申し込み　問＝問い合わせ
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027-224-1111
・
本
庁
・
支
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
　
８
:30
～
17:15

027-224-3003
・
元
気
21
証
明
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
　
　
　
10:00

～
19:00

電
　
話

前
橋
市
役
所
  〒
371-8601

前
橋
市
大
手
町
二
丁
目
12-1

発
行

編
集

フ
ァ
ク
ス

広 報
窓
　
　
口

業
務
時
間

政
策
部
市
政
発
信
課

毎
月
１
日
・
15
日
発
行

このコーナーでは２歳になる子を紹介しています。
※ 平成25年８月２日～12月１日生まれの子の募集記事
は、５月１日号に掲載予定です。

　敷島地区では、３月１日から８日まで住吉町二
丁目の旧安田銀行担保倉庫で「県都前橋生

い

糸
と

の町」
歴史展を開催。来場者は、前橋の製糸業の歴史や
同地区の大正・昭和初期の町並みを紹介するパネ
ルなど見学し、地域の歴史に触れていました。

　野中町は３月８日、グラウンドゴルフ大会を開
催しました。世代間交流を目的としたこの催しに
町内の子どもからお年寄りまで105人が参加。ホ
ールインワンが出るたびに大きな歓声が上がるな
ど、にぎやかな雰囲気の中、親睦を深めました。

松本　悠
ゆうさく

桜ちゃん

２歳・上小出町二丁目
林　さくらちゃん

２歳・堀越町
星野　佑

た す く

空ちゃん

２歳・富士見町原之郷
町田　ひなのちゃん

２歳・田口町

岩本　慧
けい

ちゃん

２歳・上大島町
神戸　瑚

こ は く

白ちゃん

２歳・横沢町

好
プ
レ
ー
に
歓
声
が
飛
び
交
う

野
中
町

生
糸
の
町
の
歴
史
に
触
れ
る

敷
島
地
区

広告内容に関する質問などについては、広告スポンサーに直接問い合わせてください。

この広報紙は再生紙を使用。不要の広報紙は廃品回収に出すか紙リサイクル庫、または古紙の日にごみ集積場所へ。 28


